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はじめに 
1990 年代の中頃以降、アメリカ合衆国カリフォルニア州の中部沿岸部を中心に自生するブナ科

のノトリトカルプス・デンシフロルスやコナラ属が枯れる大きな被害を生じ、感染した植物が急激

に枯死することから「sudden oak death」と呼ばれるようになった（Garbelotto et al., 2001; 
McPherson et al., 2000）。 
一方、欧州では、1993年頃ドイツ、オランダにおいて栽培されているツツジ属やガマズミ属の葉

や枝が枯れる等の病害が発生し、問題となった。その後の調査により、これらのアメリカ合衆国及

び欧州で発生した病害は、Phytophthora ramorum という病原菌によって起こることが判明した

（Werres et al., 2001）。以後、本菌は北米と欧州の森林で繰り返し発生し、壊滅的な被害を与えて

いる。アメリカ合衆国及びEUの検疫当局は、2002年以降、本菌による被害の大きさを考慮し、そ

の分布拡大を防ぐため、発生地域からの宿主植物の移動を制限する等の措置を講じている（EPPO, 
2020a; USDA, 2012a）。しかしながら、その後も欧州では本菌の新たな発生が確認されており、2020
年にアジアでは初となるベトナムで、2021 年には日本でも四国及び九州の一部で本菌が発見され

た（Jung et al., 2020; Jung et al., 2021）。 
また、本菌の発見に伴い、これまでに調べられていなかった森林での病原菌探索が始まったこと、

分子生物学的手法を取り入れた Phytophthora 属菌の分類・同定が盛んに研究されるようになった

こと等を契機に、近年、本属菌では種数が激増し（植松, 2003; 景山, 2013）、本菌の他にもP. alni、

P. kernoviae、P. obscura 等日本未発生の新種のPhytophthora 属菌による病害の発生報告が相次い

でいる（Brasier et al, 2004; Brasier et al., 2005; Grunwald et al., 2012）。 
日本においては、本菌は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有

害植物であり、同施行規則別表１の２に規定されている国又は地域から輸入される栽植用植物につ

いては栽培地検査、同施行規則別表２の２に規定されている国又は地域から輸入される宿主植物の

葉、枝、樹皮その他の部分（種子及び果実を除く。）、これらを用いた植込み資材等については、輸

出前消毒を求めている。 
今般、本菌の宿主植物に係る新たな情報等を入手したことを受け、改めて本菌に対するリスク評

価を実施し、現行の検疫措置の有効性を評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（Werres et al., 2001） 
Phytophthora ramorum Werres, de Cock & In't Veld, 2001 

 
（２）英名、和名等（Davidson et al., 2003; Kliejunas, 2010; 日本植物病理学会, 2021） 

英名：sudden oak death 
Ramorum bleeding canker 
Ramorum leaf blight 
Ramorum shoot dieback 

和名：シャクナゲ類疫病 
 
（３）分類（Index Fungorum, 2021; Mycobank, 2021） 

種類：菌類 
科：Peronosporaceae 
属：Phytophthora 
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（４）シノニム 
情報なし。 

 
（５）系統等 

本菌は、SNPs（一塩基多型）やSSR（マイクロサテライトマーカー）等の分子マーカーに

よるスクリーニング並びに cytochrome oxidase Ⅰ・Ⅱ（CoxⅠ・Ⅱ）遺伝子や cellulose binding 
elicitor lectin（CBEL）遺伝子の塩基配列等によりEU1、EU2、NA1及びNA2の４つのクロー

ン系統（clonal lineage、以下「系統」という。）に分けられている（下表参照（Grunwald et al., 
2009; FPW, 2019; Poucke et al., 2012））。系統間には、生育速度や病原性等に差異があること

が知られており、NA2及びEU1 は病原性が強く、NA1は病原性が弱いとする報告もあるが、

特にNA1では病原性等の特性に多様性があることが判明しており（Elliott et al., 2011; Grunwald 
et al., 2009）、本菌では系統内でも遺伝子組換え等により変異が発生することが報告されている

（Grunwald et al., 2019）。 
また、本菌は雌雄異株性（ヘテロタリック）でA1、A2の交配型が存在し、有性器官は交配

型の異なる菌株との交配によって生じる。ただし、自然界で本菌の種内交配は報告されておら

ず、実験条件下においても、A1型とA2型を交配することによる有性器官の形成は、事例はあ

るものの極めてまれであり、形成されても遺伝子的な異常を有する傾向があることが報告され

ている（Poucke et al., 2012）。一方、実験条件下ではP. cryptogea、P. drechsleri等のPhytophthora

属の別種との種間交配による有性器官の形成が報告されている（Brasier and Kirk, 2004; Werres 
et al., 2001）。日本の輸入検査で英国産ツツジ属から発見された菌株は、P. cryptogea（A2）と

の交配で有性器官の形成が観察されたことからA1型と考えられている（Sakoda et al., 2017）。 
これまでに調べられた菌株については、NA1及びNA2はA2型、EU1及びEU2はA1型で

あると報告されている（Poucke et al., 2012; Werres and de Merlier, 2003）。2003年にべルギー

でEU1のA2型が分離されているが、これはA1型菌株の突然変異又は遺伝子変換によって生

じたものと考えられており、まれな事例であるとされている（Vercauteren et al., 2011）。 
近年、ベトナムや日本（高知県及び鹿児島県の林床又は小川から分離された。）の菌株は、北

米や欧州で被害を与えている宿主植物でも症状が現れず、一部地域では A1 型と A2 型の両交

配型が発見され、さらに菌株の複数遺伝子について行った系統解析等から、欧州や北米の４系

統とは異なる土着の系統と考えられている（下表参照（Grunwald et al., 2019; Jung et al., 2020; 
Jung et al., 2021））。 

 
系統 分布 交:配型 
EU1 欧州、北米 A1 

EU2 英国（北アイルランド及びスコットランド） A1 
NA1 北米 A2 
NA2 北米 A2 
IC1 ベトナム A1 
IC2 ベトナム A2 
IC3 ベトナム A2 
IC4 ベトナム A1 
IC5 ベトナム 不明 
NP1 日本（高知県及び鹿児島県の一部） A1 
NP2 日本（鹿児島県の一部） A2 
NP3 日本（鹿児島県の一部） A2 
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２．地理的分布 

（１）国又は地域（詳細は別紙１参照。下線部は令和４年１月６日改訂時に追加。） 
アジア：日本（※１）、ベトナム 
欧州（※２）：アイルランド、イタリア、英国、英領チャネル諸島、オランダ、ギリシャ、ス

イス、スペイン、スロベニア、セルビア、デンマーク、ドイツ、ノルウェー、フィン

ランド、フランス、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、リトアニア、ルクセンブル

ク 
北米：アメリカ合衆国、カナダ 

※１ 日本では、鹿児島県（２地点）及び高知県（１地点）の林床又は小川から発見され

た（Jung et al., 2021）。 
※２ スウェーデンについては、2000年代から散発的に発生が確認され、その都度根絶

措置が講じられてきたが、2018年の発生を最後にその後の調査で本菌は確認されて

おらず、2020年に本菌の根絶が宣言されている（EPPO, 2020b）。 
 
（２）生物地理区 

本菌は、旧北区、新北区及び東洋区の３区に分布する。 
 

３．宿主植物及びその日本国内での分布 

（１）宿主植物（別紙２参照） 
本菌の宿主範囲は非常に広いことが報告されている。発生調査が進むにつれ、さらに宿主植

物が追加されていくものと考えられる（AQIS, 2006a; DAWR, 2015; DEFRA, 2015; Sansford et 
al., 2009; USDA, 2020）。 

 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

本菌の宿主植物であるツバキ属は46都府県で栽培されており、ツツジ属は37都道府県で栽

培されていることから、日本全国で宿主植物が栽培されている。また、日本には、好適宿主で

あるツツジ属、ツバキ属、アセビ属、ガマズミ属等の植物が、庭、公園、街路等に造園樹木と

して広く植栽されており、ツツジ属は47都道府県に分布している。 
 
４．感染部位及びその症状 

本菌は、宿主植物の種類により症状が異なり、幹にかいよう斑を生じる植物と葉や枝先が壊死

する植物がある（Garbelotto et al., 2002a; Parke et al., 2004）。なお、果実及び種子に自然感染す

るとの報告はないが、Umbellularia californica（クスノキ科の一種）の花柄から本菌が分離された

との報告がある（Chastagner et al., 2008）。 
（１）かいよう斑（幹） 

幹にかいよう斑を生じるノトリトカルプス・デンシフロルス、コナラ属等の宿主植物では、

最初に樹皮内部、形成層に褐色で水浸状の病斑が見られ、しばしば木部の外側部分にも病斑が

広がる。宿主植物の中には維管束部が黒色化し、壊死するものもある（Parke et al., 2007）。通

常、病斑はかいよう斑へ進展するが、その程度は宿主植物によって差異があり、暗褐色～黒色

の病斑からわずかな変色まで様々である。多くの場合、かいよう斑の周囲には黒色の線状斑を

伴い、かいよう斑は土壌との境から地下部へは進展しない（Garbelotto et al., 2002a; Rizzo et al., 
2002a）。ただし、ノトリトカルプス・デンシフロルスでは自然条件下で根に病斑が確認されて

いる（Parke and Lewis, 2007）。かいよう斑の外側には粘性で琥珀色～黒色の樹脂の流出が見



 

4 

られるが、必ずしもひび割れや傷を伴わない。樹冠の症状はかいよう斑の拡大程度に左右され、

幹に生じたかいよう斑が拡大し、主幹を一周すると、最初に葉全体が橙褐色になり、その後樹

冠全体が褐変し、やがて枯死する。葉が一見健全な緑色から数週間のうちに褐変し、感染した

植物の樹冠が急速に枯死するように見えることから「sudden oak death」と呼称されるように

なった（Garbelotto et al., 2002a; Rizzo et al., 2002a; Rizzo et al., 2002b）。 
なお、ノトリトカルプス・デンシフロルスでは、かいよう斑だけでなく、葉枯れ及び枝枯れ

等の症状も現れる（Garbelotto et al., 2002a）。 
（２）葉枯れ及び枝枯れ 

葉や枝先が枯死するアセビ属、ツツジ属等の宿主植物では、最初は葉か枝先のいずれかが感

染する。かいよう斑は枝又は幹に現れ、感染した枝先の樹皮を剥離すると樹皮下の変色が見ら

れることがある。かいよう斑が地際部に達すると、葉を残したまま枝が萎れる。葉に感染する

と、急速に葉柄及び主脈に沿った褐色～黒色、水浸状の病斑が生じ、枯死する（EPPO, 2006; 
Garbelotto et al., 2002a）。ツツジ属では根への感染が確認されているが、感染した根は無症状

であり、葉や幹に症状が現れている（Fichtner et al., 2011; Parke and Lewis, 2007）。Vaccinium 

ovatum（ツツジ科の一種）では、葉に斑点が見られる場合があるものの、通常幹に病斑が現れ、

やがて病斑より上部の全ての枝が褐変し枯死する。植物体全体が枯死することもあるが、枯死

した枝と健全な枝が混在するのが一般的である。ベイマツやイチイモドキのような針葉樹の宿

主植物では、通常葉や枝先の一部が枯死するのみで、症状は霜害に類似している（EPPO, 2006; 
Garbelotto et al., 2002a; Goheen et al., 2006）。 
一部の宿主植物では、症状が現れるのが葉のみであり、他の病原菌による症状と類似し、本

菌による症状と判断しづらいものもある。U. californicaの病斑は黒色の斑点として現れ、通常

水がたまりやすい葉の先端に見られるが、葉の位置や水のたまる場所によっては葉身や葉柄に

見られることもある。病斑は不規則な境界で区切られ、多くの場合は退緑した（黄色の）ハロ

ーを伴う。ヒロハカエデでは、葉の辺縁にオレンジ色～褐色の焼けたような病斑が現れる

（Garbelotto et al., 2002a）。 
なお、宿主植物と温度によるものの、葉では感染してから３～14日後に症状が現れることが

実験的に示されているが、自然条件下や殺菌剤を施用した場合では異なる可能性がある

（DEFRA, 2005; Hansen et al., 2005）。ツツジ属の一種（品種：Cunninghams white）では、自

然条件下での接種後少なくとも８日間、最長で 22 日間の無症状期間があり、無症状葉におい

ては胞子形成することが示唆されている（Denman et al., 2008; Denman et al., 2009）。 
 
５．移動分散方法 

（１）自然分散 
本菌は主に遊走子のう、遊走子又は厚壁胞子が雨滴及びその飛沫によって伝搬する

（Davidson et al., 2002; Davidson et al, 2005）。また、乾燥した乱気流（風）によっても分散す

るとの報告もあり（Kliejunas, 2010）、本菌が存在する落ち葉、土壌、小川の水によっても伝搬

される可能性がある（Davidson et al, 2005）。ツツジ属では土壌や培養資材を通じて根に感染し

た後維管束組織に侵入し、茎へ進展することが報告されているが（Parke and Lewis, 2007）、土

壌及び水は本菌に汚染されるものの、そこから感染が広がることは少ないと考えられており、

伝染源としては感染植物が重要であるとされている（Serrano et al., 2020）。 
本菌の伝搬には、感受性の高い宿主植物の存在が重要な役割を持つ。U. californica、ノトリト

カルプス・デンシフロルス等は、本菌に感受性が高く、容易に葉や枝先に病斑を生じ、病斑上

に多量の遊走子のう及び厚壁胞子を形成するため、重要な伝染源となる（Garbelotto et al., 
2002a; Grunwald et al., 2019; Davidson et al., 2002）。また、宿主植物の中には、症状が軽微な
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場合でも、U. californicaのように胞子を豊富に形成する宿主植物もあり、病斑の大きさと胞子

形成量は関連がないことが判明している（DEFRA, 2005; Harris and Webber, 2016）。一方、症

状は出るものの病斑上に胞子をほとんど形成しないものも存在し（Rizzo et al., 2005）、そのよ

うな宿主植物は病害のまん延には関連が少ないとされている（Grunwald et al., 2019）。例えば、

Quercus agrifolia（ブナ科の一種）の主幹の病斑ば胞子形成が見られず、感染源とならないとす

る報告がある（Davidson et al., 2005）。 
しかし、環境が異なれば、本菌の分散パターンは異なると考えられ、実際に森林で本菌が発

生したアメリカ合衆国カリフォルニア州及びオレゴン州並びに英国では本菌の生態と分散メカ

ニズムは大きく異なる。カリフォルニア州では、U. californicaのように本菌に感受性の高い植

物がコナラ属の林内に存在することが本菌の発生及び伝搬に大きく関与していたと考えられて

いる（Davidson et al., 2005; Grunwald et al., 2019; Swiecki and Bernhardt, 2004）。オレゴン州

では、本菌に感染したノトリトカルプス・デンシフロルスの樹冠から雨の飛沫で伝搬したと考

えられており、発生地域の小川、風等の影響も示唆されている。一方、英国の森林では、本菌

は最初にカラマツの枯死（sudden larch death）として発見され、その後ヨーロッパカラマツ、

ヨーロッパブナ等でも発生した（Grunwald et al., 2019; Webber et al., 2010）。英国で過去に本

菌の発生が報告された宿主植物やアメリカ合衆国カリフォルニア州やオレゴン州での U. 

californica やノトリトカルプス・デンシフロルスに比べて、カラマツではより豊富に胞子を形

成することが確認されており、2009年のsudden larch deathの発生以降、本菌の個体群の遺伝

子的変化が起きた可能性が示唆されている（Grunwald et al., 2019）。 
生態系の中で本菌の広がりの規模は複数年で数百m程度であるが、湿った気象条件が続いた

場合は数（３～５）kmに達する可能性がある。数百m～数kmの規模の分散は、U. californica

及びノトリトカルプス・デンシフロルスでのみ確認されており、降雨と明確な相関がある（Eyre 
et al., 2013）。また、葉に感染するU. californica、ツツジ属等の宿主植物から幹に感染するコナ

ラ属やノトリトカルプス・デンシフロルスのような宿主植物への伝搬は 10～20m よりも狭い

範囲でしか発生せず、伝搬には平均以上の降水量が重要であると考えられている（Cobb et al., 
2012; Garbelotto et al., 2017）。 
育苗園においても、本菌の伝搬は季節及び年次の気象条件に左右されると報告されている

（Serrano et al., 2020）。かんがい用水を介した感染は起こりづらいと考えられているが、スプ

リンクラーによるかんがいは本菌のまん延を助長することが報告されている（Tjosvold et al., 
2008）。かんがいを利用しない場合では、Serrano et al.（2020）の疑似育苗園における研究の

中で、葉から葉への伝搬が生じた後に、葉から土壌への伝搬が確認されている。同研究では、

感染した鉢植えのツツジ属からの本菌の広がりは１生育期で２m以内であり、苗床での発生は、

苗床下の浸水と関連している可能性があることが示唆されている。 
 
（２）人為分散 

本菌の長距離分散は、感染した苗木類の人為的な移動によるものが多い（Davidson and Shaw, 
2003; Kliejunas, 2010）。2003 年にはアメリカ合衆国ワシントン州で初めてツツジ属に本菌が

発見されたが、これは、オレゴン州の育苗園から持ち込まれたものであることが判明している

（Parke et al., 2003）。ベルギーでは、2002年オランダから持ち込まれたガマズミ属から、ポ

ーランドではドイツから輸入されたツツジ属から本菌が発見されている（EPPO, 2002; Merlier 
et al., 2003）。また、日本でも英国から輸入されたツツジ属から本菌が発見されている（Sakoda 
et al., 2017）。 
また、雨水、土壌、落ち葉及び小川の水に活性のある本菌が存在することが報告されており、

ハイキングコースの土壌や登山者の靴に付着した土壌からも本菌が分離されている（Davidson 
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and Shaw, 2003; Davidson et al, 2005）。本菌が発生している森林で伐採に使用した機械類にも

本菌の胞子が付着している可能性がある（Davidson and Shaw, 2003）。 
さらに、本菌に感染したノトリトカルプス・デンシフロルスやQ. agrifoliaの木片や切り口を

水に浸漬した実験では、遊走子のうの形成が確認されており（Davidson and Shaw, 2003）、本

菌が樹皮、ウッドチップ、おがくず、約６箇月間風乾された薪等からも分離されている（Shelly 
et al., 2005）。一方、木材を感染源として本菌の発生が確認されたとの報告はなく、木材から好

適宿主植物に感染する可能性は低いとする報告がある（Cave et al., 2005）。 
 

６．生態 

（１）中間宿主及びその必要性 
情報なし。 

 
（２）伝染環 

本菌の伝搬は主に遊走子のう、遊走子又は厚壁胞子の飛散、本菌が混入した落ち葉及び小川

の水によって生じ、病斑上に生じた遊走子のう、遊走子及び厚壁胞子が雨により飛散して二次

感染する（Garbelotto et al., 2003; Parke et al., 2004）。また、アメリカ合衆国カリフォルニア州

のノトリトカルプス・デンシフロルスの森林における調査では、夏季に降雨が少ない同州にお

いて本菌は土壌ではなく葉で越夏し、翌年の伝染環は葉で生存していた菌から開始されること

が判明しており、自然条件下における土壌中の本菌の生存は１年以内と考えられているため、

土壌で生存する菌は葉で生存する菌に比べて自然条件下の伝染環には疫学的に関連が少ないこ

とが示唆されている（Eyre et al., 2013）。 
 
（３）植物残さ中での生存 

本菌は、堆積した落ち葉の中で生存し（Davidson et al., 2005）、感染したコナラ属周辺の落

葉から分離された事例がある（Davidson et al., 2002）ことから、本菌が発生している森林から

採取された宿主植物を含む落葉は本菌に汚染されている場合がある。したがって、落葉等を利

用した園芸資材には本菌が存在する可能性があることが示唆される。 
その他、実験条件下でツツジ属の感染葉を湿らせた培養資材に埋めたところ、約１年後にも

分離されたとの報告がある（Kliejunas, 2010）。また、土中に埋められたツバキの感染した葉及

び根からは、それぞれ約２年後、11箇月後に本菌の生存が確認されている（Tjosvold et al., 2009）。 
 
（４）耐久生存態 

本菌は厚壁胞子を形成し、遊走子のう及び遊走子よりも長期間生存できることが報告されて

いるが、生存には湿潤環境下であることが重要であると考えられている（Davidson et al., 2002; 
Kliejunas, 2010）。また、U. californica の葉に形成された厚壁胞子は 55℃で１週間生存するこ

とが確認されている（CABI, 2020; Harnik et al., 2004）。なお、実験条件下では、培養資材中の

厚壁胞子を含む菌糸体は１年以上生存することが確認されている（Kliejunas, 2010; Tjosvold et 
al., 2009）。 

 

７．媒介性又は被媒介性 

自然条件下で本菌を媒介する生物についての情報はない。実験条件下では、ノハラナメクジ

（Deroceras reticulatum：日本既発生）が本菌の菌そう及びツツジ属感染葉を摂食し、本菌をツ

ツジ属に伝搬したとの報告がある（Kliejunas, 2010）。 
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８．被害の程度 

1990年代の中頃以降、アメリカ合衆国カリフォルニア州とオレゴン州の原生林では、本菌によ

ってQ. agrifolia及びノトリトカルプス・デンシフロルスの大量枯死が発生している。欧州におい

ても、1993～2009年には観賞用低木、育苗園、公園等で発生して大きな影響を与え、2009～2016
年には英国のカラマツの植林地において、約50,000エーカー（約20,234ha）に及ぶ大量の枯死

が発生し、その結果、何百万本もの木を除去することになった。アメリカ合衆国オレゴン州では、

2001 年以降、本菌が発生した原生林では、感染地の特定と防除に 2,270 万ドル以上を費やした

（Grunwald et al., 2019）。2008年の同国オレゴン州カリー郡における本菌の根絶活動に要した費

用は2,400エーカー（971ha）の森林で430万ドルとされている（Kliejunas, 2010）。一方、同国

カリフォルニア州の森林では、発生範囲の広さ等から１億3,500万ドルの損失が生じ、枯死した

木を植え替えるのに750万ドルを費やしている（Grunwald et al., 2019）。また、英国では、歴史

的庭園、森林及び育苗園において本菌とP. kernoviaeを根絶するために、2009年～2014年の５

年間に2,500万ポンドを要したことが報告されている（Kliejunas, 2010）。 
本菌による育苗産業への被害も甚大である。本菌の宿主植物を栽培する育苗園はアメリカ合衆

国及びカナダの検疫当局による公的な検疫措置が講じられている。アメリカ合衆国カリフォルニ

ア州で生産された苗木類は全米へ出荷されていたが、本菌の発生により検疫規則が設定され、他

州への宿主植物の移動が制限されることとなり、多額の損失が生じている。また、本菌の発生調

査の結果、本菌が確認された育苗園では、20万本の植物が廃棄され、約430万ドルの損失を生じ

た事例が報告されている（Kimble-Day, 2004）。さらに、同州の育苗園から輸出された苗について

全国の育苗園で追跡調査を行った結果、17州の125園で本菌が発見され、787,842本の感染植物

が廃棄された事例もある（COMTF, 2004）。同国オレゴン州では、カナダが同州産の宿主植物の

輸入を禁止したことにより、1,500万～2,000万ドルの損失が生じ（Regelbrugge, 2002）、同州の

育苗産業と森林における経済的損失の合計は年間8,100万ドル以上と推定されている（Kliejunas, 
2010）。 
本菌は、木材の貿易産業に関わる影響も大きい。アメリカ合衆国カリフォルニア州では、本菌

のまん延防止を目的とする規制措置により、イチイモドキ及びベイマツの木材産業は年間推定

5,000万ドルの損失が生じたとされている（Kliejunas, 2010）。カナダのブリティッシュコロンビ

ア州では、本菌は育苗園でのみ発生しているものの、もし森林で発生した場合、ベイマツ材をよ

り利益の出やすい輸出市場ではなく国内市場に売ることになるため、経済的損失は年間2,500万

ドルになると試算されている（Grunwald et al., 2019）。 
加えて、森林を構成する樹木が枯れる被害により、森林の植生に変化を生じ、森林の生態系へ

の影響が懸念されている。また、森林が持つ水源かん養林としての役割や治水、さらに山林火災

に対する防火林としての役割への影響も懸念されている（Grunwald et al., 2019; Kliejunas, 2010）。 
 
９．防除 

本菌のアメリカ合衆国の発生に関しては、発生状況に応じた包括的な管理方法を中心に検討さ

れている。個人の庭の植物での発生に関する防除及び病害管理としては、薬剤防除、植物の健康を

保つための方法及び感染源のリスクを軽減する方法が行われている。薬剤防除としてコナラ属の

植物に対しては、幹にphosphiteを注入する方法が検討され、効果が認められている。この場合、

予防的な使い方や感染初期であれば効果的であるが、森林等の広範囲に使用することは困難であ

る（Garbelotto, et al., 2002b; CABI, 2020）。 
地域又は国際的な規模での本菌に対する病害管理としては、本菌の広範囲の移動を防ぐため検

疫規制が実施されている。北米及び欧州では、観賞用植物の苗木栽培業者が影響を受けている。し

かしながら、2001年以降、検疫規制が行われているにもかかわらず、多くの感染したツバキ属や
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ツツジ属植物の苗がアメリカ合衆国カリフォルニア州やオレゴン州から全米各地へ出荷されてお

り、同国東部のコナラ属の森林に対して脅威となっている（Rizzo et al., 2005）。 
本菌に対する病害管理が最も困難であるのは、森林に発生しているためである。森林での病害

管理を行う場合、病原菌の生態学と森林の環境を十分理解することが重要である。1900年代初め

からアメリカ合衆国では宿主植物の大規模な伐採法がクリ胴枯病（Cryphonectoria parasitica）及

びゴヨウマツ類発疹さび病（Cronartium ribicola）に対して行われたが、これらの病害の拡大を防

ぐことはできなかった。また、北米と欧州のニレ立枯病（Ohiostoma ulmi, O. novo-ulmi）、オース

トラリアの Phytophthora cinnamomi 及びアメリカ合衆国カリフォルニア州とオレゴン州の P. 

lateralisについても様々な衛生措置が実行されているが、これらの効果についてもばらつきがある。

同国カリフォルニア州の沿岸には 600 万人もの人が住み、この地域には州立公園、国立公園ある

いはアメリカ先住民の管理地があるほか、私有地や木材業者の管理地もある等状況は多岐にわた

っている。したがって、本菌に対する病害管理の目的や方法も多岐にわたっており、結局、本菌の

森林での病害管理は、予防、処置、森林の再生等を連携させることが重要であると報告されている

（Rizzo et al., 2005）。 
Baker and Cook（1974）は、Phytophthora属菌及びPythium属菌は、湿熱条件下で56℃、30

分間の処理で死滅すると報告している。 
アメリカ合衆国農務省（USDA）は、56℃、30分間の熱処理では多数の有害菌類が生存し、木

材中の菌類は、56℃～70℃、１時間～数時間の処理では生存するが、71.1℃、75分間の処理で死

滅するとの報告があるとし、木材の熱処理基準を従来の 56℃、30 分間から、71.1℃、75 分間に

変更する旨、1995年の官報に掲載している（United States Government, 1995）。 
カナダは、非栽植用植物の枝葉に71℃で１時間以上の温湯浸漬を規定しており、アメリカ合衆

国も非栽植用宿主植物に同様な熱処理を規定している（CFIA, 2013; USDA, 2016）。また、ニュー

ジーランドは、全ての国からの木材に対して、70℃、４時間の熱処理を要求している（Biosecurity 
New Zealand, 2018）。 

植物組織に付着・感染する一般的な病害虫の消毒措置については、アメリカ合衆国は、木材の

病害虫に対して71.1℃、75分間以上の熱処理を規定し（USDA, 2016）、オーストラリアも、木材

こん包材に関する輸入リスクアナリシス（Import Risk Analysis）報告書の中で、木材に感染してい

る糸状菌を滅菌する措置として、アメリカ合衆国の措置である71.1℃、75分間以上の熱処理を推

奨しており（AQIS, 2006b）、本菌の宿主植物である木材輸入の処理条件として 56℃、30 分間以

上の熱処理又は木材中心温度が74℃となるような熱処理（時間は木材の厚さにより異なる）を規

定している（BICON, 2021b）。 
 

１０．診断、検出及び同定 

本菌は、遊走子のう、厚壁胞子及び卵胞子を生じる。遊走子のうは、楕円形～長楕円形、乳頭

突起はやや顕著、大きさ 25～97×14～34μm、長さと幅の比は 1.8～2.4、遊走子のう柄から容易

に脱落し、柄（pedicel）の長さは５μm 以下である。厚壁胞子は、豊富に形成され、壁は薄く、

球形、平均直径 46～60μm である。本菌は雌雄異株性（ヘテロタリック）でA1 型及びA2 型の

交配型が存在し、有性器官は交配型の異なる菌株との交配によって生じる。卵胞子は、充満性、

平均直径 27.2～31.4μm である。造卵器は頂生し、ほぼ球形、平滑、平均直径 29.8～33μm であ

る。造精器は底着性で円形～たる形、大きさ12～22×15～18μmである。卵胞子は自然界では確

認されておらず、培養によって生じる。培地上では、菌糸は２～26℃で生育し、最適生育温度は

20℃で、比較的低温を好む（Parke et al., 2004; Werres et al., 2001）。 
本菌の分離源により検出方法は異なるが、最も基本的な方法は植物組織からの分離である。本

菌の同定は、培養上の特性や形態学的な特徴、さらに生化学的な方法や分子生物学的な方法によ
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り行われ、分子生物学的な検出法については、PCR法、real-time PCR法等の有効な診断法が報

告されている（EPPO, 2013）。また、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）

No. 27 Annex23 DP 23では、本菌に感染した宿主植物の症状及び本菌の分離、検定方法並びに形

態的特徴からの同定方法を記載した総合的な診断マニュアルが報告されている（FAO, 2017）。さ

らに近年では、LAMP法による遺伝子診断手法も開発されている（日恵野ら, 2018; Hieno et al., 
2021）。 

 
１１．日本における輸入検疫措置 

本菌は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定されている検疫有害植物で、同施

行規則別表１の２及び２の２に規定されている国又は地域からの該当する植物については、以下

のとおりの検疫措置を要求している。 
（１）栽植用植物 

同施行規則別表１の２に規定されている国又は地域からの該当する植物の生植物（種子及び

果実を除く。）であって栽培の用に供するものについては、本菌の発生が知られていないほ場で

栽培され、当該植物の生育期に栽培地検査を行って本菌の発生がないことを確認し、その旨を

検査証明書に追記することを要求している。 
 
（２）園芸資材 

同施行規則別表２の２に規定されている国又は地域からの該当する植物の葉、枝、樹皮その

他の部分（種子及び果実を除く。）並びにこれらの植物の葉、枝、樹皮その他の部分が微生物そ

の他の生物により分解されて生じた有機物であって、植物の植込みの用又は植物が生育するた

めの土壌の被覆の用に供するものについては、71℃以上で 75 分間以上又はこれと同等以上の

効果を有すると認められる条件で熱処理が行われ、かつ、本菌に侵されていない旨を検査証明

書に特記することを要求している。 
 

１２．諸外国における輸入検疫措置 

以下の（１）～（７）以外にも、複数の国において輸入禁止等の特別な措置を要求している。 
（１）アメリカ合衆国 

本菌の発生国である EU（英国を含む。）、ノルウェー及びスイスからの栽植用宿主植物（種

子は対象外）に対して、動植物検疫局（APHIS：Animal and Plant Health Inspection Service）
に承認された生産地内での栽培を求めている。また、承認された生産地において、症状の検査、

症状の発現の可能性が最も高いと予想される時期にサンプリングした葉の ELISA 検定を求め

ている。ELISA検定で陽性だった場合、PCR法等の他の方法で再度確認する。これらの検査の

結果、本菌に感染していないことを確認したことが記載された検査証明書の添付を要求してい

る。 
本菌の未発生国からの栽植用宿主植物（種子を除く。）に対しては、未発生国のみで栽培され

たことを記載した検査証明書を要求している。例外として、カナダのみは、第三国由来の宿主

植物（カナダでの栽培期間が１年未満）に再輸出検査証明書が添付されている場合、輸入が可

能である（USDA, 2012b; USDA, 2018）。 
また、Treatment Manual T314-c Regulated wood articlesにおいて、木材の病害虫に対して

71.1℃、75分間以上の熱処理を規定している（USDA, 2016）。 
 
（２）EU 

ア 栽植用植物（EU, 2004; EU, 2016） 
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・アメリカ合衆国産の宿主植物には、検査証明書に本菌の非欧州系統が発生していない地域

（area）で生産されたものであること、かつ産地を明記すること、又は室内検定を含む公

的検査を行い、当該系統が宿主植物に認められない旨の追記をすることを規定している。 
・アメリカ合衆国以外の第三国からのツツジ属（R. simsiiを除く。）、ツバキ属及びガマズミ

属植物（種子を除く。）については、委員会指令92/105/EECに基づき本菌が発生していな

い地域で栽培されたとの追記を求めている。 
イ 木材（EU, 2004; EU, 2016） 
・アメリカ合衆国産の宿主植物の樹皮（susceptible bark）は輸入禁止。 
・アメリカ合衆国産の宿主植物の木材（susceptible wood）は、検査証明書に非欧州系統が発

生していない地域で生産されたものであること、かつ産地を明記すること、樹皮が剥皮さ

れ、かつ完全に表面に丸みがないよう四角く加工されていること、又は乾物重に対する水

分含量が20％を超えないこと、かつ特定の熱処理が行われた旨の追記を求めている。 
 
（３）カナダ 

栽植用宿主植物（種子及び果実を除く。）、非加工宿主木材（樹皮付き丸太、樹皮、バ－クチ

ップ、バ－クマルチ、樹皮付きパルプ材及び薪）及び非栽植用宿主植物（リ－ス、ブ－ケ、切

り枝等）については、カナダ食品検査庁（CFIA：Canadian Food Inspection Agency）が認可

した方法で本菌の無発生が確認・維持されている生産地で生産される必要がある（CFIA, 
2002; CFIA, 2003）。 
非加工宿主木材及びこん包材については、材の中心温度が56℃で30分間以上に保たれるよ

うな熱処理（CFIA, 2002; CFIA, 2003）、非栽植用植物については、71℃で１時間以上の熱処

理を行い、以上の処理が行われた旨を検査証明書に追記する必要がある（CFIA, 2003）。 
 
（４）ニュージーランド 

栽植用の宿主植物に対して、本菌の無発生国から輸入すること、ニュージーランドが認可し

た無発生生産地から輸入すること、又は輸出国における隔離施設で生産されることを要求して

いる（MPI, 2021）。 
 

（５）オーストラリア 
sudden oak death（Phytophthora spp.）各菌の発生国から輸出された宿主植物の組織培養

体、休眠中の植物又は切り枝及び葉の無い根付きの植物について、輸入後、最低12箇月間又

は15箇月間の隔離栽培中の検査及び本菌等を対象にしたPCR検定を求めている（BICON, 
2021a）。 
また、木材こん包材に関する輸入リスクアナリシス（Import Risk Analysis）報告書の中で、

木材に感染している糸状菌を滅菌する措置として、アメリカ合衆国の措置である71.1℃、75
分間以上の熱処理を推奨しており（AQIS, 2006b）、本菌の宿主植物である木材輸入の処理条

件として56℃、30分間以上の熱処理又は木材中心温度が74℃となるような熱処理（時間は

木材の厚さにより異なる）を規定している（BICON, 2021b）。 
 
（６）大韓民国 

栽植用宿主植物（種子を除く。）及び樹皮付き宿主木材の輸入を禁止している（APQA, 
2018）。 

 
（７）台湾 
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宿主植物及び宿主植物の部位（花、果実及び種子を除く。）について、発生国からの輸入を

禁止している（BAPHIQ, 2021）。 
 

Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Phytophthora ramorumに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するた

め、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Phytophthora ramorumを対象とする。 

 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及

びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本菌を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義の要

件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Phytophthora ramorumは、国内において一部地域に分布していることが知られているが、公

的防除は行われていない。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本菌の宿主植物であるツバキ属は 46 都府県で、ツツジ属は 37 都道府県で栽培されており、

ツツジ属は 47 都道府県に分布していることから、定着及びまん延する可能性があると判断す

る。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

アメリカ合衆国カリフォルニア州の森林では、本菌によるQuercus agrifolia及びノトリトカ

ルプス・デンシフロルスの大量枯死が発生し、１億3,500万ドルの損失が生じた。また、同州

では本菌のまん延防止を目的とする規制措置により、木材産業において年間推定5,000万ドル

の損失が生じたとされている。 
したがって、現在、本菌は国内の一部地域で発生しているものの被害報告はないが、もし、

本菌の国内に発生している系統とは異なる系統が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、

経済的影響を及ぼす可能性がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

国内においては、高知県及び鹿児島県の林床や小川から分離され、局所的に分布しているこ

とが報告されている。ただし、国内における自然条件下では海外で報告されている宿主植物に

症状が確認されていないことから、国内の本菌の分布地域及び病原性については不明な点が多

い。よって、本報告書の評価に当たっては不確実性を伴う。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本菌の宿主植物は国内で広く栽培又は分布しているが、既に国内の一部地域で発生している

本菌による被害報告はない。しかし、本菌の国内に発生している系統とは異なる系統が国内に

入り込み、定着及びまん延する可能性があり、本菌の他の発生国においては葉枯れや枝枯れ、

枯死の報告があることから、国内においても経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、本菌は、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、本菌に対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 

（１）定着の可能性の評価 
ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本菌の宿主植物の感染部位が周年で存在する。よって、一旦侵入すれば、生活環を維持
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できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報は得られていない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

本菌は有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本菌の宿主植物であるツツジ属は 47 都道府県に分布していることから、評価基準に基

づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本菌が宿主とする植物の科は、ツツジ科、ブナ科等を含む49科以上が知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

本菌は旧北区、新北区及び東洋区の３区に分布する。よって、評価基準に基づき３点と

評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.3点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ａ 移動距離 
本菌は主に遊走子のう、遊走子又は厚壁胞子が雨により飛散する。よって、評価基準

に基づき３点と評価した。 
ｂ 伝染環数 

本菌は主に遊走子のう等の雨による飛散によって一次感染が生じ、その後病斑上に生

じた遊走子のう等が雨により飛散して二次感染する。このため、１年間に複数の伝染環

が存在すると考えられる。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）ベクターによる伝搬 

ａ ベクターの移動距離 
ベクターは知られていない。よって、本項目は評価しない。 

ｂ 伝搬様式 
ベクターは知られていない。よって、本項目は評価しない。 

 
イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本菌の宿主植物であるツバキ属は46都府県で、ツツジ属は37都道府県で栽培されてい

ることから、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

雨水、土壌、落ち葉及び小川の水に活性のある本菌が存在することが報告されており、

ハイキングコースの土壌や登山者の靴に付着した土壌からも本菌が分離されたとの報告が

ある。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
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ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の4.5点となった。 

 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

本菌の宿主植物であるカラマツ、ツツジ属及びツバキ属の農産物産出額は、1,398.9億円

となる。また、これらの植物及びコナラ属の森林資源に影響を与える。よって、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本菌の宿主植物であるカラマツ、ツツジ属及びツバキ属は、生産農業所得統計の対象植

物である。また、発生国では森林資源の高頻度の枯死の報告があり、防除手段として切り

倒しが含まれる。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

2008 年のアメリカ合衆国オレゴン州カリー郡における本菌の根絶活動に要した費用は

2,400 エーカー（971ha）の森林で 430 万ドルとされている。また、英国では、歴史的庭

園、森林及び育苗園において本菌とPhytophthora kernoviaeを根絶するために、2009年～

2014年の５年間に2,500万ポンドを費やした。いずれの地域もその後発生は続いており、

現在のところ根絶には至っていない。 
以上から、諸外国において発生が確認されて以降、根絶するための措置等が継続して長

期間にわたって実施されていることから、防除は困難である。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は 25 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は５点

となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

本菌の宿主植物であるチャは、「農業保険法」及び「同法施行令」で定める農作物に該当

するため、評価基準に基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国及び台湾は、栽植用の宿主植物等について輸入を禁止している。よって、評価

基準に基づき１点と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５点

となった。 

 
（４）評価における不確実性 

特にない。 
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（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は97.5点となり、本菌

の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 

 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 植物全体（果実及び種子を除く。） 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路は〔栽植用植物〕、〔消費用生植物〕、〔消費用乾燥植

物類〕及び〔消費用木材〕と考えられる。なお、本菌は主に雨

滴による自然分散で伝搬し、短距離の飛散が一般的である。種

子及び果実については、伝搬に関する具体的な報告がないた

め、経路から除外した。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 消費用生植物 葉、幹、枝及び樹皮 ○ 

ウ 消費用乾燥植物類

（園芸資材を含む。） 葉、幹、枝及び樹皮 ○ 

エ 消費用木材 幹、枝及び樹皮 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 
 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本菌の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基

準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本菌は有害植物である。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物は、直接栽培施設、ほ場等へ持ち込まれる。よって、評価基準に基づき５点

と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、栽植用として利用されることで入り込みが完了することから、評価基準

に基づき５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、本菌の栽植用植物を経路とした場合

の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
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イ 消費用生植物及びウ 消費用乾燥植物類（園芸資材を含む。） 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

消費用乾燥植物類については、原産地で本菌の生存率に影響を与える加工処理等が実施

されている場合とされていない場合がある。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本菌は有害植物である。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本菌の宿主植物であるツツジ属は 47 都道府県に分布している。よって、評価基準に基

づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本菌の伝搬は主に遊走子のう等が雨によって飛散する水媒伝搬である。よって、評価基

準に基づき１点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

消費用生植物のうち、切り枝及び切り花を経路とした場合、本来の用途ではない栽培目

的で使用される可能性があるため、評価には不確実性を伴う。また、消費用乾燥植物類の

うち、園芸資材については栽培地で使用されることが想定されるため、評価には不確実性

を伴う。 
 

消費用生植物及び消費用乾燥植物類の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は 3.8 点であり、本菌の消費用生植物及び消費用乾

燥植物類を経路とした場合の入り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 

 
エ 消費用木材 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本菌の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基

準に基づき５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本菌は有害植物である。よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本菌の宿主植物であるツツジ属は 47 都道府県に分布している。よって、評価基準に基

づき４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本菌の伝搬は主に遊走子のう等が雨によって飛散する水媒伝搬である。よって、評価基

準に基づき１点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

樹皮が付着した木材において本菌が生存しているリスクは否定できないが、Q. agrifolia

の主幹の病斑は感染源とはならないとの報告もあり、木材から好適宿主植物に感染する可

能性は低いとする報告もある。現在までに本菌が木材から分散し、経済的被害をもたらし

たとの情報はなく、評価の結論には不確実性を生じる。 
 

消費用木材の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は 3.8 点であり、本菌の消費用木材を経路とした場

合の入り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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４．Phytophthora ramorumの病害虫リスク評価の結論 

Phytophthora ramorumは検疫有害植物であり、栽植用植物、消費用生植物、消費用乾燥植物類

及び消費用木材を経路として入り込む可能性があると評価した。 
農業生産等への影響評価の結論 

（病害虫固有のリスク） 
入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の 

結論 用途 結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 消費用生植物 中程度 
中程度 

（農業生産等への影響

が高い） 
ウ 消費用乾燥植物類

（園芸資材を含

む。） 
中程度 

中程度 
（農業生産等への影響

が高い） 

エ 消費用木材 中程度 
中程度 

（農業生産等への影響

が高い） 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 

病害虫リスク評価の結果､Phytophthora ramorumはリスク管理措置が必要な検疫有害植物であ

ると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本菌の入り

込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．Phytophthora ramorumに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無

発生の地

域、生産

地又は生

産用地の

設定及び

維持 

国際基準

No. 4又は

No. 10に

基づき設定

及び維持す

る。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の地域、

生産地又は生産用地であれ

ば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
○ 

 
○ 

②システム

ズアプロ

ーチ 

国際基準

No. 14に

基づき実施

する。 

複数の管理措置の組合せである

システムズアプローチの有効性

及び実行可能性については、具

体的に提案される管理措置の内

容を検討する必要がある。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
－ 

 
－ 

③栽培地検

査 
栽培期間中

に生育場所

において植

物の症状等

を観察す

る。 

〔有効性〕 
 宿主植物の種類により症状が異

なる。具体的には、幹にかいよ

う斑及び葉枯れ、枝枯れを生じ

るもの又は葉枯れ、枝枯れ等を

生じるものがあり、いずれの宿

主植物も栽培期間中に明瞭な症

状を現すため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（栽培中） 

 
○ 

 
○ 

④熱処理 熱処理によ

り殺菌す

る。 

〔有効性〕 
信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 
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る。 
木材中の菌類は 71.1℃、75分
間の熱処理で死滅するとの報告

があるため、有効である。 
カナダは、非加工宿主木材及び

こん包材に対して、材の中心

温度が56℃で30分間以上に

保たれるような熱処理、非栽

植用植物に対して、71℃で１

時間以上の熱処理を要求して

いる。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 
⑤精密検定 血清学的診

断法、遺伝

子診断法等

による精密

検定を実施

する。 

〔有効性〕 
病斑部から本菌を特異的に検

出可能なPCR法等の遺伝子診

断法が確立されているため、

有効である。 
しかし、本菌には以下のとお

り無症状期間があることか

ら、効果は限定的である。 
・葉では感染してから３～14
日後に症状が現れることが

実験的に示されている。 
・ツツジ属の一種では、最長

で22日間の無症状期間があ

る。 
 
〔実行可能性〕 
輸出入国において検定施設を

有するとともに、特異的なプ

ライマー及びポジティブコン

トロールが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 
 
 
 
▽ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑥検査証明

書への追

記 

輸出国での

目視検査の

結果、本菌

に感染して

いないこと

を確認し、

その旨を検

〔有効性〕 
葉や枝に明瞭な症状を現す場

合は、有効である。 
しかし、本菌には以下のとお

り無症状期間があることか

ら、効果は限定的である。 
・葉では感染してから３～14

 
輸出国 

（輸出時） 

 
▽ 

 
○ 
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査証明書に

追記する。 
日後に症状が現れることが

実験的に示されている。 
・ツツジ属の一種では、最長

で22日間の無症状期間があ

る。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 
⑦輸出入検

査（目視

検査） 

植物の症状

等を確認す

る。 

〔有効性〕 
葉や枝に明瞭な症状を現す場

合は、有効である。 
しかし、本菌には以下のとお

り無症状期間があることか

ら、効果は限定的である。 
・葉では感染してから３～14
日後に症状が現れることが

実験的に示されている。 
・ツツジ属の一種では、最長

で22日間の無症状期間があ

る。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可

能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 
 
 
 
 
▽ 

 
○ 
 
 
 
 
○ 

⑧隔離栽培

中の検査 
輸入後、国

内の施設に

おいて一定

期間栽培

し、生物検

定（感受性

植物への接

種試験）や

精密検定を

実施する。 

〔有効性〕 
 症状発現まで時間を要する場

合でも、栽培施設で適切に管

理することにより検査が可能

であるため、有効である。 
 隔離期間中に症状を確認し、

特異的なプライマーを用いた

精密検定により本菌の検出が

可能であるため、有効であ

る。 
 本菌は遊走子のう等が雨滴及

びその飛沫によって伝搬する

こと、土壌伝搬することが知

られているが、施設内でポッ

ト栽培等の個別栽培を行い、

排水等を適切に処理すること

により、ほ場内での本菌のま

 
輸入国 

（輸入後） 

 
○ 
 

 
▽ 
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有効性   ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 
２．経路ごとのPhytophthora ramorumに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

（１）栽植用植物 
ア 検討結果 

病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、本菌の入り込

みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定及び

維持は、宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件

ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
栽培地検査（選択肢③）は、宿主植物の種類により症状が異なるが、いずれも栽培期間中

に明瞭な症状を現すため、有効な管理措置である。 
熱処理（選択肢④）は、科学的に有効であることが証明された処理であれば、有効な管

理措置である。 
 

イ リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、本菌の入り込みのリスクを低減させることが可能で

あり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。 
 

○ 輸出国（栽培中）において、生育期中に栽培地検査を行い、本菌の発生がないことを確

認し、その旨を検査証明書に追記する。 
 
（２）消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材）（葉、幹、枝及び樹皮） 

ん延を防ぐことができる。 
 
〔実行可能性〕 
 多年生植物は、隔離栽培中の

検査が実行可能であるが、隔

離栽培ができる施設が限られ

ており、検査できる数量等が

制限される。そのため、隔離

栽培運用基準（農林省, 1968）
に規定されていない宿主植物

を新たに隔離栽培する場合

は、隔離施設の整備及び栽培

管理のための条件を整える必

要があることから、限定条件

下で実行可能である。 
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ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）、栽培地検査（選

択肢③）並びに熱処理（選択肢④）は、消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材）

（葉、幹、枝及び樹皮）において有効な管理措置である。 
なお、管理措置の特定に当たっては、以下の点を考慮する必要がある。 

・ 栽培地検査（選択肢③）については、園芸資材の場合、複数の栽培地からの植物原料を

混合する可能性があるため、植物原料全ての検査を行うことは困難と考える。 
・ 園芸資材は、ほ場で利用されるため、周辺の宿主植物に本菌の分散が可能であり、本菌

の入り込みの可能性が低いとは言えないことから、園芸資材以外とは管理措置を別にする

必要がある。 
 

イ リスク管理措置の特定 
消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材）（葉、幹、枝及び樹皮）に対する管理

措置として、本菌の入り込みのリスクを低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易

制限的でないことを考慮し、以下を特定した。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、適切な熱処理（71℃、75分間の熱処理等）を行い、その旨を

検査証明書に追記する。 
 
（３）消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材を除く。）（葉、幹、枝及び樹皮） 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）、栽培地検査（選

択肢③）並びに熱処理（選択肢④）は、消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材を

除く。）（葉、幹、枝及び樹皮）において有効な管理措置である。 
検査証明書への追記（選択肢⑥）及び輸出入検査（目視検査）（選択肢⑦）は、本

菌には無症状期間があるため、見逃す可能性があるが、以下の点を踏まえると、有効

な管理措置となり得る。 
・ 本菌の自然分散方法として、枝、葉上の症状が見られる場所等に形成された遊走子のう

が雨滴及びその飛沫によって分散するため、輸入時に本菌による明確な症状がなけれ

ば、例え本菌に潜在感染していたとしても、消費されるまでの間に本菌が症状を発

現し伝搬する可能性は低い。 
・ 消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材を除く。）（葉、幹、枝及び樹皮）は、

輸入後短期間のうちに消費され、直接栽培地へ持ち込まれる可能性は低い。 
 

イ リスク管理措置の特定 
消費用生植物並びに消費用乾燥植物類（園芸資材を除く。）（葉、幹、枝及び樹皮）に対

する管理措置として、本菌の入り込みのリスクを低減させることが可能であり、かつ必要以

上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定した。 
 

○ 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入時）において、本菌による症状の有無について目視

検査を行い、本菌に感染していないことを確認する。 
 
（４）消費用木材（枝、幹及び樹皮） 

ア 検討結果 
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病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）、栽培地検査（選

択肢③）及び熱処理（選択肢④）は、消費用木材（枝、幹及び樹皮）において有効な管理措

置である。 
検査証明書への追記（選択肢⑥）及び輸出入検査（目視検査）（選択肢⑦）は、本菌には

無症状期間があるため、見逃す可能性があるが、以下の点を踏まえると、有効な管理措置と

なり得る。 
・ 評価における不確実性において、本菌は主に雨滴による自然分散で伝搬し、短距

離の飛散が一般的であること、木材を感染源として発生が確認されたとの報告はな

いと評価していること。 
・ 本菌の自然分散方法として、枝、葉上の症状が見られる場所等に形成された遊走子のう

が雨滴及びその飛沫によって分散するため、輸入時に本菌による明確な症状がなけれ

ば、例え本菌に潜在感染していたとしても、消費されるまでの間に本菌が症状を発

現し伝搬する可能性は低い。 
・ 消費用木材（枝、幹及び樹皮）は、輸入後は消費又は貯木場や土場で保管され、直接

栽培地へ持ち込まれる可能性は低い。 
 

イ リスク管理措置の特定 
消費用木材（枝、幹及び樹皮）に対する管理措置として、本菌の入り込みのリスクを低減

させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下を特定し

た。 
○ 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入時）において、本菌による症状の有無について目視

検査を行い、本菌に感染していないことを確認する。 
 
３．Phytophthora ramorumの病害虫リスク管理の結論 

経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本菌の入り込みのリスクを低減させる効

果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下に取りまとめた。 

経路（対象部位） 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（種子及び果実

を除く。） 
別紙２に記載の植物 ○ 輸出国（栽培中）において、生育期中

に栽培地検査を行い、本菌の発生がない

ことを確認し、その旨を検査証明書に追

記する。 
消費用生植物並びに消費用

乾燥植物類（園芸資材）

（葉、幹、枝及び樹皮） 

○ 輸出国（輸出前）において、適切な熱

処理（71℃、75分間の熱処理等）を行い、
その旨を検査証明書に追記する。 

消費用生植物、消費用乾燥

植物類（園芸資材を除

く。）（葉、幹、枝及び樹

皮）並びに消費用木材

（枝、幹及び樹皮） 

〇 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入

時）において、本菌による症状の有無に

ついて目視検査を行い、本菌に感染して

いないことを確認する。 

なお、輸出国から上記の管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記の管理

措置と同等のものであるかを判断する必要がある。  
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別紙１ 

 
Phytophthora ramorumの発生国等の根拠 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
日本 発生 Jung et al., 2021  
ベトナム 発生 Jung et al., 2020   

欧州    
アイルランド 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
イタリア 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
英国 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
英領チャネル諸島 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
オランダ 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ギリシャ 発生 EPPO, 2020a  
スイス 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
スウェーデン 未発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010 EPPO（2020b）によ

り根絶を確認 
スペイン 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
スロベニア 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
セルビア 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
デンマーク 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ドイツ 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ノルウェー 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
フィンランド 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
フランス 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ベルギー 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ポーランド 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ポルトガル 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
リトアニア 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  
ルクセンブルク 発生 EPPO, 2020a; Kliejunas, 2010  

北米    
アメリカ合衆国 発生 EPPO, 2020a; USDA, 2012a  
カナダ 発生 EPPO, 2020a; NAPPO, 2009  

 
※ 以下の国又は地域については、発生状況が不明のため、継続調査とする。 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

中南米    
アルゼンチン 詳細不明 Velez et al., 2020  
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別紙２ 

 

Phytophthora ramorumの宿主植物の根拠 

 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

アカバナ科 
（Onagraceae） 

Fuchsia  フクシア属  ladies'-
eardrops 

AQIS, 2006a  

イチイ科 
（Taxaceae） 

Taxus  イチイ属   AQIS, 2006a  

イチイ科 
（Taxaceae） 

Taxus baccata  イチイ属 セイヨウイ

チイ 
english yew DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

イチイ科 
（Taxaceae） 

Taxus brevifolia  イチイ属  pacific yew DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

イチイ科 
（Taxaceae） 

Taxus x media T. baccata x 

T. cuspidata 

イチイ属   DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

イチイ科 
（Taxaceae） 

Taxus sp.  イチイ属   DEFRA, 2015  

イチイ科 
（Taxaceae） 

Torreya  カヤ属   AQIS, 2006a  

イチイ科 
（Taxaceae） 

Torreya californica  カヤ属  california 
nutmeg 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

イチヤクソウ科 
（Pyrolaceae） 

Chimaphila  ウメガサソウ

属 
  AQIS, 2006a  

ウコギ科 Hedera.  キヅタ属  ivy AQIS, 2006a  
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（Araliaceae） 
ウルシ科 
（Anacardiaceae） 

Pistacia  トネリバハゼ

ノキ属 
 pistachio AQIS, 2006a  

ウルシ科 
（Anacardiaceae） 

Rhus diversiloba Toxicodendron 

diversilobum 

ウルシ属   Davidson et al., 2003; DEFRA, 
2015; USDA, 2020 

 

オシダ科

（Aspidiaceae） 
Dryopteris  オシダ属   AQIS, 2006a  

オシダ科

（Aspidiaceae） 
Dryopteris arguta  オシダ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer  カエデ属   AQIS, 2006a  

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer circinatum  カエデ属 ツタカエデ vine maple DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer davidii  カエデ属 シナカエデ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer laevigatum  カエデ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer macrophyllum  カエデ属 ヒロハカエ

デ 
big-leaf 
maple 

DAWR, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

カエデ科 
（Aceraceae） 

Acer 

pseudoplatanus 

 カエデ属 セイヨウカ

ジカカエデ 
mock plane DAWR, 2015; Sansford et al., 

2009; USDA, 2020 
 

カバノキ科 
（Betulaceae） 

Alnus  ハンノキ属  alder AQIS, 2006a  

カバノキ科 Betula  カバノキ属   AQIS, 2006a  
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（Betulaceae） 
カバノキ科 
（Betulaceae） 

Betula verrucosa B. alba, 

B. pendula 

カバノキ属 ヨーロッパ

シラカンバ 
common 
birch 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

カバノキ科 
（Betulaceae） 

Carpinus  クマシデ属  hornbeam, 
ironwood 

AQIS, 2006a  

カバノキ科 
（Betulaceae） 

Corylus  ハシバミ属   AQIS, 2006a  

カバノキ科 
（Betulaceae） 

Corylus cornuta  ハシバミ属 カナダハシ

バミ 
beaked 
filbert 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ガリア科 
（Garryaceae） 

Garrya elliptica  ガリア属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ガンコウラン科 
（Empetraceae） 

Empetrum  ガンコウラン

属 
 leather 

flower 
AQIS, 2006a  

キョウチクトウ科 
（Apocynaceae） 

Nerium  キョウチクト

ウ属 
  AQIS, 2006a  

キョウチクトウ科 
（Apocynaceae） 

Nerium oleander N. corneum, N. 

floridum, N. 

grandiflorum 

キョウチクト

ウ属 
セイヨウキ

ョウチクト

ウ 

common 
oleander 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

キョウチクトウ科 
（Apocynaceae） 

Trachelospermum 

jasminoides 

 テイカカズラ

属 
トウキョウ

チクトウ 
confedera-
te jasmine 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
USDA, 2020 

 

キョウチクトウ科 
（Apocynaceae） 

Vinca minor  ツルニチニチ

ソウ属 
ヒメツルニ

チニチソウ 
dwarf 
periwinkle 

Elliott et al., 2021b 新規追加 

キンポウゲ科

（Ranunculaceae） 
Clematis  クレマティス

属 
  AQIS, 2006a  

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Cinnamomum  クスノキ属   AQIS, 2006a  

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Cinnamomum 

camphora 

Laurus camphora クスノキ属 クスノキ camphor 
tree 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
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2020 
クスノキ科 
（Lauraceae） 

Cinnamomum sp.  クスノキ属   DEFRA, 2015  

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Laurus  ゲッケイジュ

属 
  AQIS, 2006a  

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Laurus nobilis  ゲッケイジュ

属 
ゲッケイジ

ュ 
bay laurel DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Umbellularia  ウンベルラリ

ア属 
  AQIS, 2006a  

クスノキ科 
（Lauraceae） 

Umbellularia 

californica 

 ウンベルラリ

ア属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Ceanothus  ケアノツス属   AQIS, 2006a  

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Ceanothus 

thyrsiflorus 

 ケアノツス属  blue-
blossom 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Rhamnus  クロウメモド

キ属 
  AQIS, 2006a  

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Rhamnus 

californica 

 クロウメモド

キ属 
  DEFRA, 2015; USDA, 2020  

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Rhamnus 

purshiana 

 クロウメモド

キ属 
  DEFRA, 2-15; Hansen et al. 

2005; USDA, 2020 
 

クロウメモドキ科 
（Rhamnaceae） 

Rhamnus sp.  クロウメモド

キ属 
  Blomquist et al., 2016; DAWR, 

2015 
 

サクラソウ科 
（Primulaceae） 

Trientalis  ツマトリソウ

属 
  AQIS, 2006a  
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サクラソウ科 
（Primulaceae） 

Trientalis latifolia  ツマトリソウ

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

シキミモドキ科 
（Winteraceae） 

Drimys  ドリミス属   AQIS, 2006a  

シキミモドキ科 
（Winteraceae） 

Drimys winteri  ドリミス属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

シナノキ科 
（Tiliaceae） 

Tilia  シナノキ属  basswood, 
lime 

AQIS, 2006a  

スイカズラ科 
（Caprifoliaceae） 

Linnaea  リンネソウ属   AQIS, 2006a  

スイカズラ科 
（Caprifoliaceae） 

Lonicera hispidula  スイカズラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

スイカズラ科 
（Caprifoliaceae） 

Lonicera 

periclymenum 

 スイカズラ属 ニオイニン

ドウ 
woodbine DAWR, 2015; Sansford et al., 

2009 
 

スイカズラ科

（Caprifoliaceae） 
Sambucus  ニワトコ属  elder, 

elderberry 
AQIS, 2006a  

スイカズラ科 
（Caprifoliaceae） 

Symphoricarpos  シンフォリカ

ルポス属 
 snowberry AQIS, 2006a  

スイカズラ科 
（Caprifoliaceae） 

Viburnum spp.  ガマズミ属  viburnum DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

スギ科 
（Taxodiaceae） 

Sequoia  セコイア属  big tree of 
california 

AQIS, 2006a  

スギ科 
（Taxodiaceae） 

Sequoia 

sempervirens 

 セコイア属 イチイモド

キ 
coast 
redwood 

DAWR, 2015; DEFRA, 201; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
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2020 
スギ科 
（Taxodiaceae） 

Sequoia sp.  セコイア属  big tree of 
california 

DAWR, 2015  

セリ科 
（UmbelliDEFRAe
） 

Osmorhiza  ヤブニンジン

属 
  AQIS, 2006a  

セリ科 
（UmbelliDEFRAe
） 

Osmorhiza berteroi  ヤブニンジン

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Andromeda 

polifolia 

 ヒメシャクナ

ゲ属 
  Orlikowski and Szkuta, 2003  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arbutus  アルブツス属   AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arbutus menziesii  アルブツス属  madrona DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arbutus sp.  アルブツス属   O’ Hanlon et al., 2016  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arbutus unedo  アルブツス属  cane apple DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos  アルクトスタ

フィロス属 
  AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

columbiana 

 アルクトスタ

フィロス属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

glandulosa 

 アルクトスタ

フィロス属 
  COMTF, 2015; DAWR, 2015; 

Rooney-Latham et al., 2017 
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ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

glauca 

 アルクトスタ

フィロス属 
  Rooney-Latham et al., 2020  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

manzanita 

 アルクトスタ

フィロス属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

uva-ursi 

 アルクトスタ

フィロス属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

virgata 

 アルクトスタ

フィロス属 
  COMTF, 2015; DAWR, 2015; 

Rooney-Latham et al., 2017 
 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Arctostaphylos 

viridissima 

 アルクトスタ

フィロス属 
  Rooney-Latham et al., 2020  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Calluna  カルナ属   AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Calluna vulgaris Erica vulgaris カルナ属 ギョリュウ

モドキ 
 DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Erica  エリカ属  heath AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Gaultheria  シラタマノキ

属 
  AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Gaultheria 

procumbens 

 シラタマノキ

属 
ヒメコウジ checkerbe-

rry 
DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
USDA, 2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Gaultheria shallon  シラタマノキ

属 
 salal DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009 
 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Kalmia spp.  カルミア属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 
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ツツジ科 
（Ericaceae） 

Kalmia latifolia  カルミア属  calico bush DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Leucothoe  イワナンテン

属 
  AQIS, 2006a  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Leucothoe axillaris  イワナンテン

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Leucothoe walteri L. catasbaei, 

L. fontanesiana 

イワナンテン

属 
アメリカイ

ワナンテン 
doghobble DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Pieris spp.  アセビ属  andromeda Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Pieris floribunda x 

japonica 

 アセビ属   DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Pieris formosa  アセビ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Pieris japonica Andromeda 

japonica 

アセビ属 アセビ lily-of-the-
valley bush 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Pieris japonica x 
formosa 

 アセビ属 アセビ lily-of-the-
valley bush 

DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Rhododendron 

spp. 
 ツツジ属  rhododendr

on 
DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium spp.  スノキ（コケ

モモ）属 
 billberry DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium 

intermedium 

 スノキ（コケ

モモ）属 
  DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium vitis-

idaea 

V. jesoense, V. vitis-

idaea var. minus 

スノキ（コケ

モモ）属 
コケモモ mountain 

cranberry 
DAWR, 2015; Sansford et al., 
2009 
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ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium ovatum  スノキ（コケ

モモ）属 
 california 

huckleberry 
DAWR, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium myrtillus  スノキ（コケ

モモ）属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Vaccinium 

parvifolium 

 スノキ（コケ

モモ）属 
  COMTF, 2021; DAWR, 2015  

ツツジ科 
（Ericaceae） 

Zenobia  ゼノビア属   AQIS, 2006a  

ツバキ科 
（Theaceae） 

Camellia spp.  ツバキ属  camellia DAWR, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

ツバキ科 
（Theaceae） 

Schima  ヒメツバキ属   AQIS, 2006a  

ツバキ科 
（Theaceae） 

Schima argentea  ヒメツバキ属   DEFRA, 2015  

ツバキ科 
（Theaceae） 

Schima wallichii S. superba ヒメツバキ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

トチノキ科

（Hippocastanacea
e） 

Aesculus  トチノキ属   AQIS, 2006a  

トチノキ科

（Hippocastanacea
e） 

Aesculus 

californica 

 トチノキ属  california 
buckeye 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

トチノキ科

（Hippocastanacea
e） 

Aesculus 

hippocastanum 

 トチノキ属 セイヨウト

チノキ 
horse-
chestnut 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

トベラ科

（Pittosporaceae） 
Pittosporum  トベラ属   AQIS, 2006a  
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トベラ科

（Pittosporaceae） 
Pittosporum tobira  トベラ属 トベラ japanese 

pittosporum 
Blomquist et al., 2016; DAWR, 
2015 

 

トベラ科

（Pittosporaceae） 
Pittosporum 

undulatum 

 トベラ属 シマトベラ 
 

mock 
orange 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ニシキギ科 
（Celastraceae） 

Euonymus  ニシキギ属   AQIS, 2006a  

ニシキギ科 
（Celastraceae） 

Euonymus 

kiautschovicus 

 ニシキギ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ニレ科 
（Ulmaceae） 

Ulmus  ニレ属  elm AQIS, 2006a  

ハンニチバナ科 
（Cistaceae） 

Cistus  キスツス属  rock rose AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Cotoneaster sp.  シャリントウ

属 
  DEFRA, 2015  

バラ科 
（Rosaceae） 

Heteromeles  ヘテロメレス

属 
  AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Heteromeles 

arbutifolia 

 ヘテロメレス

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

バラ科 
（Rosaceae） 

Malus  リンゴ属  apple AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Photinia  カナメモチ属   AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Photinia x fraseri  カナメモチ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 
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バラ科 
（Rosaceae） 

Physocarpus 

opulifolius 

 フィソカルプ

ス属 
アメリカテ

マリシモツ

ケ 

 DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

バラ科 
（Rosaceae） 

Prunus  サクラ属   AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Prunus 

laurocerasus 

 サクラ属 セイヨウバ

クチノキ 
cherry laurel DAWR, 2015; Elliott et al., 

2021a 
 

バラ科 
（Rosaceae） 

Prunus lusitanica  サクラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

バラ科 
（Rosaceae） 

Prunus sp.  サクラ属   O  ̀Hanlon et al., 2016  

バラ科 
（Rosaceae） 

Pyracantha  トキワサンザ

シ属 
  AQIS, 2006a  

バラ科 
（Rosaceae） 

Pyracantha 

koidzumii 

 トキワサンザ

シ属 
タイトウカ

マツカ 
 DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

バラ科 
（Rosaceae） 

Rosa spp.  バラ属  rose DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

バラ科 
（Rosaceae） 

Rosa californica  バラ属   Vettraino et al., 2010  

バラ科 
（Rosaceae） 

Rosa rugosa R. rugosa var. 
ferox, R. rugosa 

var. thunbergiana, 

R. ferox, R. 

kamtschatica var. 
ferox 

バラ属 ハマナス japanese 
rose 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

バラ科 Rubus  キイチゴ属   AQIS, 2006a  
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（Rosaceae） 
バラ科 
（Rosaceae） 

Rubus spectabilis  キイチゴ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

バラ科 
（Rosaceae） 

Rubus ursinus  キイチゴ属   COMTF, 2015; Rooney-
Latham et al., 2017; Vettraino et 
al., 2010 

 

バンレイシ科 
（Annonaceae） 

Annona  バンレイシ属   AQIS, 2006a  

ヒノキ科 
（Cupressaceae） 

Chamaecyparis  ヒノキ属   AQIS, 2006a  

ヒノキ科 
（Cupressaceae） 

Chamaecyparis 

lawsoniana 

 ヒノキ属 ローソンヒ

ノキ 
lawson 
cypress 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

フトモモ科 
（Myrtaceae） 

Lophostemon 

confertus 

 ロフォステモ

ン属 
ロフォステ

モン・コン

フェルツス 

 Blomquist et al., 2020  

フトモモ科 
（Myrtaceae） 

Eucalyptus  ユーカリノキ

属 
  AQIS, 2006a  

フトモモ科 
（Myrtaceae） 

Eucalyptus 

haemastoma 

 ユーカリノキ

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Castanea  クリ属   AQIS, 2006a  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Castanea sativa C. vesca, C. 

vulgaris 

クリ属 ヨーロッパ

グリ 
european 
chestnut 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Castanopsis  シイ属   AQIS, 2006a  
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ブナ科 
（Fagaceae） 

Castanopsis 

chrysophylla 

 シイ属   COMTF, 2015; DAWR, 2015; 
Rooney-Latham et al., 2017 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Castanopsis 

orthacantha 

 シイ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Fagus  ブナ属   AQIS, 2006a  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Fagus sylvatica  ブナ属 ヨーロッパ

ブナ 
european 
beech 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Lithocarpus  マテバシイ属   AQIS, 2006a  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Lithocarpus glaber  マテバシイ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Nothofagus  ナンキョクブ

ナ属 
  AQIS, 2006a  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Nothofagus obliqua  ナンキョクブ

ナ属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Notholithocarpus 

densiflorus 

Lithocarpus 

densiflorus 

ノトリトカル

プス属 
ノトリトカ

ルプス・デ

ンシフロル

ス 

tanoak DAWR, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus  コナラ属  oak AQIS, 2006a  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus acuta  コナラ属 アカガシ japanese 
red oak 

DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

ブナ科 Quercus agrifolia  コナラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015;  
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（Fagaceae） Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus cerris  コナラ属  turkey oak DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus 

chrysolepis 

 コナラ属  californian 
live oak 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus falcata  コナラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus ilex  コナラ属  evergreen 
oak 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus kelloggii  コナラ属  californian 
black oak 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus parvula 

var. shrevei 

 コナラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus petraea  コナラ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus 

phillyraeoides 

 コナラ属 ウバメガシ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus robur  コナラ属 イギリスナ

ラ 
english oak DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ブナ科 Quercus rubra  コナラ属 アカガシワ red oak DAWR, 2015; Sansford et al.,  
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（Fagaceae） 2009 
ブナ科 
（Fagaceae） 

Quercus sp.  コナラ属   DAWR, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies  モミ属   AQIS, 2006a  

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies alba  モミ属 ヨーロッパ

モミ 
silver fir DEFRA, 2015; USDA, 2020  

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies concolor  モミ属 コロラドモ

ミ 
white fir DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies grandis  モミ属 アメリカオ

オモミ 
giant fir DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; Riley et 
al., 2011 

 

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies magnifica  モミ属 カクバモミ red fir DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; 
Chastagner and Riley, 2010 

 

マツ科 
（Pinaceae） 

Abies procera A. nobilis モミ属 ノーブルモ

ミ 
noble fir DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Larix decidua  カラマツ属 ヨーロッパ

カラマツ 
 DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Larix x eurolepis  カラマツ属   DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Larix kaempferi L. leptolepis, Abies 

leptolepis 

カラマツ属 カラマツ japanese 
larch 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Larix sp.  カラマツ属   DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Picea  トウヒ属   AQIS, 2006a  
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マツ科 
（Pinaceae） 

Picea sitchensis  トウヒ属 シトカトウ

ヒ 
sitakaspruc
e 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Pinus  マツ属   AQIS, 2006a  

マツ科 
（Pinaceae） 

Pinus radiata  マツ属 モンテレー

マツ 
monterey 
pine 

DAWR, 2015  

マツ科 
（Pinaceae） 

Pseudotsuga  トガサワラ属   AQIS, 2006a  

マツ科 
（Pinaceae） 

Pseudotsuga 

menziesii 

P. taxifolia トガサワラ属 ベイマツ douglas fir DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

マツ科 
（Pinaceae） 

Tsuga  ツガ属   AQIS, 2006a  

マツ科 
（Pinaceae） 

Tsuga heterophylla T. mertensiana ツガ属 アメリカツ

ガ 
western 
hemlock 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

マメ科 
（Leguminosae） 

Ceratonia  ケラトニア属   AQIS, 2006a  

マメ科 
（Leguminosae） 

Cercis chinensis  ハナズオウ属 ハナズオウ chinese 
redbud 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Corylopsis spicata  トサミズキ属 トサミズキ spike witch 
hazel 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Distylium  イスノキ属   AQIS, 2006a  

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Distylium 

myricoides 

 イスノキ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 
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マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Hamamelis  マンサク属   AQIS, 2006a  

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Hamamelis x 
intermedia 

 マンサク属   DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009; USDA, 2020 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Hamamelis mollis  マンサク属 シナマンサ

ク 
chinese 
witch hazel 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Hamamelis 

virginiana 

 マンサク属 アメリカマ

ンサク 
witch hazel DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Loropetalum 

chinense 

 トキワマンサ

ク属 
トキワマン

サク 
 DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Parrotia  パロッティア

属 
  AQIS, 2006a  

マンサク科 
（Hamamelidaceae
） 

Parrotia persica  パロッティア

属 
 iron tree DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ミカン科 
（Rutaceae） 

Choisya sp.  ショワジア属   DEFRA, 2015  

ミカン科 
（Rutaceae） 

Choisya ternata  ショワジア属  mexican 
orange 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ミズキ科 
（Cornaceae） 

Cornus capitata  ミズキ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 
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ミズキ科 
（Cornaceae） 

Cornus kousa Benthamidia 

japonica 

ミズキ属 ヤマボウシ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ミズキ科 
（Cornaceae） 

Cornus kousa x 

Cornus capitata 

 ミズキ属   DEFRA, 2015  

ミズキ科 
（Cornaceae） 

Cornus nuttallii  ミズキ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ミズキ科 
（Cornaceae） 

Griselinia  グリセリーニ

ア属 
  AQIS, 2006a  

ミズキ科 
（Cornaceae） 

Griselinia littoralis  グリセリーニ

ア属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

メギ科 
（Berberidaceae） 

Berberis nervosa  メギ属   DAWR, 2015  

メギ科 
（Berberidaceae） 

Mahonia 

aquifolium 

Berberis aquifolium ヒイラギナン

テン属 
セイヨウヒ

イラギナン

テン 

holly 
mahonia 

COMTF, 2021; DAWR, 2015; 
DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009 

 

メギ科 
（Berberidaceae） 

Vancouveria  アメリカイカ

リソウ属 
  AQIS, 2006a  

メギ科 
（Berberidaceae） 

Vancouveria 

planipetala 

 アメリカイカ

リソウ属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Fraxinus  トネリコ属   AQIS, 2006a  

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Fraxinus excelsior  トネリコ属 セイヨウト

ネリコ 
european 
ash 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 Fraxinus latifolia  トネリコ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015;  
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（Oleaceae） Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Olea  オリーブ属   AQIS, 2006a  

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Olea europaea O. sativa オリーブ属 オリーブ olive Blomquist et al., 2016; DAWR, 
2015 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Osmanthus  モクセイ属   AQIS, 2006a  

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Osmanthus 

decorus 

 モクセイ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Osmanthus 

delavayi 

 モクセイ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Osmanthus 

fragrans 

Olea fregrans, Olea 

fregrans var. 
latifolius 

モクセイ属 ギンモクセ

イ 
fragrant 
olive 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Osmanthus 

heterophyllus 

O. ilicifolius モクセイ属 ヒイラギ chinese 
holly 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Syringa  ハシドイ属   AQIS, 2006a  

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Syringa sp.  ハシドイ属   DEFRA, 2015  

モクセイ科 
（Oleaceae） 

Syringa vulgaris  ハシドイ属 ムラサキハ

シドイ 
common 
lilac 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクレン科 Liriodendron  ユリノキ属   AQIS, 2006a  
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（Magnoliaceae） 
モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Liriodendron 

tulipifera 

 ユリノキ属 ユリノキ tulip tree DAWR, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia  モクレン属   AQIS, 2006a  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

acuminata 

 モクレン属 キモクレン cucumber 
tree 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia cavaleriei  モクレン属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia delavayi  モクレン属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia denudata 

x salicifolia 

 モクレン属   DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia ernestii  モクレン属   DAWR, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia figo  モクレン属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia foveolata  モクレン属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

grandiflora 

 モクレン属 タイサンボ

ク 
southern 
magnolia 

DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

heptapeta 

M. denudata モクレン属 ハクモクレ

ン 
yulan DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia x loebneri  モクレン属   DEFRA, 2015; Sansford et al., 
2009 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia maudiae  モクレン属   DEFRA, 2015  
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モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

praecocissima 

M. kobus モクレン属 コブシ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

quinquepeta 

M. liliiflora モクレン属 シモクレン  DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia salicifolia  モクレン属 タムシバ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia x 

soulangeana 

 モクレン属   DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia x 

thompsoniana 

 モクレン属   DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia 

tomentosa 

M. stellata モクレン属 シデコブシ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Magnolia wilsonii  モクレン属   DEFRA, 2015  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Manglietia  モクレンモド

キ属 
  AQIS, 2006a  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Manglietia insignis Magnolia insignis モクレンモド

キ属 
  DAWR 2015; Sansford et al., 

2009 
 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Michelia doltsopa Magnolia doltsopa, 

Michelia excelsa 

オガタマノキ

属 
  DAWR, 2015; Sansford et al., 

2009; USDA, 2020 
 

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Parakmeria  パラクメリア

属 
  AQIS, 2006a  

モクレン科 
（Magnoliaceae） 

Parakmeria 

lotungensis 

 パラクメリア

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

モチノキ科 
（Aquifoliaceae） 

Ilex  モチノキ属   AQIS, 2006a  

モチノキ科 Ilex aquifolium  モチノキ属 セイヨウヒ english holly DAWR, 2015; DEFRA, 2015  
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（Aquifoliaceae） イラギ 
モチノキ科 
（Aquifoliaceae） 

Ilex cornuta  モチノキ属 ヒイラギモ

チ 
chinese 
holly 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
USDA, 2020 

 

モチノキ科 
（Aquifoliaceae） 

Ilex latifolia  モチノキ属 タラヨウ luster-leaf 
holly 

DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

モチノキ科 
（Aquifoliaceae） 

Ilex purpurea  モチノキ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 

 

ヤナギ科 
（Salicaceae） 

Populus  ハコヤナギ属  aspen, 
cottonwood 

AQIS, 2006a  

ヤナギ科 
（Salicaceae） 

Salix  ヤナギ属   AQIS, 2006a  

ヤナギ科 
（Salicaceae） 

Salix caprea  ヤナギ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ヤブコウジ科 
（Myrsinaceae） 

Ardisia  ヤブコウジ属   AQIS, 2006a  

ヤブコウジ科 
（Myrsinaceae） 

Ardisia japonica  ヤブコウジ属 ヤブコウジ  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ヤマモガシ科 
（Proteaceae） 

Gevuina  ゲウイナ属   AQIS, 2006a  

ユキノシタ科 
（Saxifragaceae） 

Hydrangea 

seemannii 

 アジサイ属 ヒドランゲ

ア・シーマ

ニアイ 

 DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ユキノシタ科 
（Saxifragaceae） 

Ribes  スグリ属   AQIS, 2006a  

ユキノシタ科 
（Saxifragaceae） 

Ribes laurifolium  スグリ属   DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 
Sansford et al., 2009 
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（注）備考欄の「新規追加」は、文献情報に基づき宿主植物として令和４年１月６日改訂時に追加した植物。 
 

ユズリハ科 
（Daphniphyllaceae） 

Daphniphyllum 

teijsmannii 

D. glaucescens ユズリハ属 ヒメユズリ

ハ 
 DAWR, 2015; DEFRA, 2015  

ユリ科 
（Liliaceae） 

Clintonia  ツバメオモト

属 
  AQIS, 2006a  

ユリ科 
（Liliaceae） 

Clintonia 

andrewsiana 

 ツバメオモト

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ユリ科 
（Liliaceae） 

Maianthemum  マイヅルソウ

属 
  AQIS, 2006a  

ユリ科 
（Liliaceae） 

Maianthemum 

racemosum 

 マイヅルソウ

属 
  DAWR, 2015; Sansford et al., 

2009; USDA, 2020 
 

ユリ科 
（Liliaceae） 

Smilax  シオデ属  catbrier, 
greenbrier 

AQIS, 2006a  

ロウバイ科 
（Calycanthaceae） 

Calycanthus  クロバナロウ

バイ属 
  AQIS, 2006a  

ロウバイ科 
（Calycanthaceae） 

Calycanthus 

occidentalis 

 クロバナロウ

バイ属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 

 

ワラビ科

（Pteridaceae） 
Adiantum  アジアンタム

属 
  AQIS, 2006a  

ワラビ科

（Pteridaceae） 
Adiantum 

aleuticum 

 アジアンタム

属 
  DEFRA, 2015; Sansford et al., 

2009; USDA, 2020 
 

ワラビ科

（Pteridaceae） 
Adiantum jordanii  アジアンタム

属 
  DAWR, 2015; DEFRA, 2015; 

Sansford et al., 2009; USDA, 
2020 
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別紙３ 

 

Phytophthora ramorumの宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Abies(ﾓﾐ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2  508  1  500  1  9  
ﾄﾞｲﾂ ○ 1  3,000          
米国 ○     4  27      

Acer(ｶｴﾃﾞ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 4  3,290  1  400      
韓国 × 1  1  1  30      
中国 × 1  1      3  450  

Acer(ｶｴﾃﾞ属 
盆栽) 

中国 × 1  1          

Adiantum(ｱｼﾞ
ｱﾝﾀﾑ属(ｸｼﾞｬｸｼ
ﾀﾞ属)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ 
×         1  20  

ｴｸｱﾄﾞﾙ ×         1  3  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 148  487,120  154  489,671  183  435,272  
ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ 
×     1  5      

ﾀｲ × 1  6  1  3  1  6  
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1  8          
ﾏﾚｰｼｱ × 2  103          
台湾 × 1  10          

Berberis(ﾒｷﾞ
属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         2  1,000  
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1  3          

Calluna 
vulgaris(ｶﾙｰﾅ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 86  202,080  129  222,142  93  242,882  
ﾄﾞｲﾂ ○ 68  79,024  58  71,604  47  51,240  

Camellia(ﾂﾊﾞｷ
属) 

ﾀｲ × 1  7          
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 5  11  9  77      
台湾 × 2  41          
中国 × 1  1          

Camellia(ﾂﾊﾞｷ
属(地上部)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 10  10          

Camellia 
brevistyla(ﾐﾔﾏｻ
ｻﾞﾝｶ) 

韓国 × 1  3          
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Camellia 
chrysantha(ｷﾝ
ｶﾁｬ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1  10      

Camellia 
japonica(ﾂﾊﾞｷ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1  6      
台湾 × 10  77          
中国 × 1  1          

Camellia 
sasanqua(ｻｻﾞ
ﾝｶ) 

韓国 ×         1  1  

Cotoneaster(ｼ
ｬﾘﾝﾄｳ属(地上

部)) 

ｳｶﾞﾝﾀ  ゙ ×         1  1,000  

Erica(ｴﾘｶ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 9  8,866  7  11,440  8  12,584  
ﾄﾞｲﾂ ○ 5  2,549          

Fagus 
sylvatica(ﾖｰﾛｯ
ﾊﾟﾌﾞﾅ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2  20      2  669  

Gaultheria(ｼﾗﾀ
ﾏﾉｷ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  17,424          

Gaultheria 
procumbens(ﾋ
ﾒｺｳｼﾞ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  42,768  3  64,944  4  77,880  
ﾄﾞｲﾂ ○ 6  11,968  4  9,930  2  6,330  

Griselinia(ｸﾞﾘｾ
ﾘｰﾆｱ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         4  80  

Laurus 
nobilis(ｹﾞｯｹｲ
ｼﾞｭ) 

ｲｽﾗｴﾙ ×         1  1,260  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 18  619  25  947  1  100  
ﾁｭﾆｼﾞｱ × 1  130  1  140      

Laurus 
nobilis(ｹﾞｯｹｲ
ｼﾞｭ(地上部)) 

ｲｽﾗｴﾙ × 1  82          

Leucothoe(ｲﾜﾅ
ﾝﾃﾝ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  208  1  500  1  7,384  

Leucothoe 
fontanesiana(ｱ
ﾒﾘｶｲﾜﾅﾝﾃﾝ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  5,200          

Lonicera(ｽｲｶ
ｽﾞﾗ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 9  1,380  6  676  3  1,274  
米国 ○     1  38      

Magnolia(ﾓｸﾚﾝ
属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  87  3  250  2  550  
ﾀｲ × 1  3          
韓国 × 1  8          
台湾 ×     1  10      
中国 ×     1  250  1  128  
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Magnolia(ﾓｸﾚﾝ
属(地上部)) 

米国 ○     5  25      

Osmanthus(ﾓｸ
ｾｲ属) 

中国 × 1  5          

Photinia(ｶﾅﾒﾓﾁ
属(地上部)) 

ｳｶﾞﾝﾀ  ゙ × 2  2,200  1  1,500      

Pieris 
japonica(ｱｾﾋ )゙ 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  77  1  96      

Prunus 
laurocerasus(ｾ
ｲﾖｳﾊﾞｸﾁﾉｷ) 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1  420          

Pseudotsuga 
menziesii(ﾍﾞｲﾏ
ﾂ) 

韓国 × 1  5          

Quercus(ｺﾅﾗ
属(ｶｼ属)) 

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 6  42      1  3  
中国 × 3  6          

Rhamnus(ｸﾛｳ
ﾒﾓﾄﾞｷ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  1,000          

Rhamnus(ｸﾛｳ
ﾒﾓﾄﾞｷ属(地上

部)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2  120          

Rhododendro
n(ﾂﾂｼﾞ属) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ 
×     1  1      

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 4  361  1  20      
ﾄﾞｲﾂ ○ 3  19,980  11  3,583      
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     2  3      
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○ 75  19,460  45  6,570  20  1,658  
韓国 × 4  38  1  100      
台湾 ×     2  3      
米国 ○ 72  112  17  260      

Rhododendro
n(ﾂﾂｼﾞ属(地上

部)) 

ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○ 17  49,000          

Rhododendro
n japonicum(ﾚ
ﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ) 

ﾌﾗﾝｽ ○ 2  624          

Rhododendro
n metternichii 
var. typicum(ｼ
ｬｸﾅｹﾞ) 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×     1  2      

Rhododendro
n 

ﾄﾞｲﾂ ○     1  2      
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yakushimanu
m(ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ) 

Rosa(ﾊﾞﾗ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 566  84,412  288  41,840  420  43,262  
ｽﾘﾗﾝｶ ×         1  150  
ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 19  1,890  8  28  18  81  
ﾄﾞｲﾂ ○ 14  637      13  650  
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1  300          
ﾌﾗﾝｽ ○ 43  51  75  119  38  53  
ﾌﾞﾙｶﾞﾘ

ｱ 
× 2  4,000          

ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○     82  815  62  310  
英国 ○ 875  65,324  882  72,952  674  68,040  
韓国 ×     3  9  1  3  
南ｱﾌﾘｶ × 6  1,000          

Rosa(ﾊﾞﾗ属(地
下部)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         7  256  

Rosa(ﾊﾞﾗ属(地
上部)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 162  5,339  160  3,506  144  4,918  
ｹﾆｱ × 1  600  44  3,764  33  656  
ｽﾍﾟｲﾝ ○ 24  401          
ｽﾘﾗﾝｶ ×     18  500      
ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 86  6,855  29  93,800  35  35,815  
ﾄﾞｲﾂ ○ 98  1,395  112  1,741  70  1,255  
ﾌﾗﾝｽ ○ 71  714  67  931  73  385  
英国 ○ 30  380  24  317  39  192  
米国 ○ 39  229          

Salix caprea(ｻ
ﾘｯｸｽ･ｶﾌﾟﾚｱ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  99          

Syringa 
vulgaris(ﾑﾗｻｷﾊ
ｼﾄﾞｲ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 5  275  1  50  6  180  
韓国 × 3  49          

Taxus 
baccata(ｾｲﾖｳｲ
ﾁｲ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     2  168      

Vaccinium(ｽﾉｷ
属(ｺｹﾓﾓ属)) 

ﾊﾜｲ諸

島 
× 1  10          

中国 ×     3  15      
Viburnum(ｶﾞﾏ
ｽﾞﾐ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  100  1  100  1  200  

Viburnum 
carlesii(ｵｵﾁｮｳ
ｼﾞｶﾞﾏｽﾞﾐ) 

米国 ○         1  250  
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Viburnum 
opulus(ﾖｳｼｭｶﾝ
ﾎﾞｸ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  150          

Viburnum 
tinus(ﾁﾇｽ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         1  300  

Vinca minor(ﾋ
ﾒﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ(地
上部)) 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ ×         3  150  

 
（２）消費用生植物（切り枝及び切り花） 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Abies(ﾓﾐ属) ｱｲﾙﾗﾝﾄ  ゙ ○     2  100  2  40  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  32          
ｶﾅﾀ  ゙ ○ 1  328  2  40      
ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 20  883  11  2,468  14  4,021  
ﾄﾞｲﾂ ○ 4  37  1  1      
ﾌﾗﾝｽ ○         1  2  
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1  3      
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○ 6  9,720  1  5,400  2  3,603  
ﾘﾄｱﾆｱ ○     1  81      
韓国 ×     1  2      
中国 ×         4  170  
米国 ○ 12  177,986  8  90,184  6  26,703  

Acer(ｶｴﾃﾞ属) 米国 ○ 1  1          
Adiantum(ｱｼﾞｱﾝ
ﾀﾑ属(ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ
属)) 

ﾓｰﾘｼｬｽ × 90  3,515  84  2,730  21  750  
香港 × 1  5          
南ｱﾌﾘｶ × 1  30          

Andromeda(ﾋﾒｼ
ｬｸﾅｹﾞ属) 

ﾊﾜｲ諸島 × 1  1          

Camellia(ﾂﾊﾞｷ
属) 

ｽﾍﾟｲﾝ ○     1  8      
ﾊﾜｲ諸島 × 1  16          
ﾌﾗﾝｽ ○ 1  3      1  1  
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1  7          

Camellia 
japonica(ﾂﾊﾞｷ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1  5      
台湾 ×     1  2      

Camellia 
sinensis var. 
rosea(ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾁｬ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1  3          

Erica(ｴﾘｶ属) ｲﾀﾘｱ ○     6  3,920      
ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ × 1  100          
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ﾄﾙｺ ×     1  20      
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 6  6,220  5  4,440  4  3,075  
ﾌﾗﾝｽ ○ 2  6          
中国 × 1  5          
南ｱﾌﾘｶ × 186  164,930  190  143,080  108  81,560  

Gaultheria(ｼﾗﾀﾏﾉ
ｷ属) 

ｲﾀﾘｱ ○     1  400      
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 5  25  16  3,690  13  1,760  
ｶﾅﾀ  ゙ ○ 7  1,077,800  2  262,930      
ｸﾞｱﾑ × 2  34  4  41      
ﾄﾞｲﾂ ○     3  25  1  8  
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2  6          
ﾌﾗﾝｽ ○     1  5      
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1  10  1  10  
英国 ○     1  11      
韓国 × 2  7  1  2  2  25  
香港 ×     2  7      
台湾 × 1  5  5  68  1  2  
中国 ×     1  15      
米国 ○ 84  23,626,526  62  21,849,200  68  18,565,125  

Laurus nobilis(ｹﾞ
ｯｹｲｼﾞｭ) 

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 1  2          
ﾊﾜｲ諸島 ×     1  3      
ﾐｬﾝﾏ  ー × 1  20          

Leucothoe(ｲﾜﾅﾝ
ﾃﾝ属) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 40  9,080  116  36,680  75  26,030  

Leucothoe 
fontanesiana(ｱﾒ
ﾘｶｲﾜﾅﾝﾃﾝ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  150  4  1,500      

Lonicera(ｽｲｶｽﾞﾗ
属) 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×     1  25      

Magnolia(ﾓｸﾚﾝ
属) 

ｲﾀﾘｱ ○     1  200  3  1,205  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1  15  1  30  
ｽﾍﾟｲﾝ ○     1  12      
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 37  12,540  71  20,470  43  13,110  
中国 ×         1  60  
米国 ○ 5  10,775  4  12,787  4  26,955  

Magnolia 
grandiflora(ﾀｲｻﾝ
ﾎﾞｸ) 

ｲﾀﾘｱ ○     1  100  7  525  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         1  10  
ﾌﾗﾝｽ ○ 1  1          
米国 ○         2  75  

Photinia(ｶﾅﾒﾓﾁ
属) 

ｹﾆｱ × 1  10  1  10  7  1,150  
ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 2  210  1  50  1  30  
ｽﾘﾗﾝｶ ×         7  1,420  
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台湾 × 1  3          
Pieris(ｱｾﾋﾞ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 4  150  2  180      

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 8  7,200  22  19,900  17  12,150  
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 16  3,695  16  4,730  6  1,110  
韓国 ×         1  6  
中国 ×     1  21      

Pieris japonica(ｱ
ｾﾋ )゙ 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  30      1  15  
中国 ×     1  13  2  480  

Pseudotsuga 
menziesii(ﾍﾞｲﾏﾂ) 

米国 ○     1  400      

Quercus(ｺﾅﾗ属
(ｶｼ属)) 

ｲﾀﾘｱ ○ 12  3,100  5  6,320  1  300  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 39  15,840  29  8,880  23  13,000  
ﾄﾞｲﾂ ○ 1  200      1  400  
ﾌﾗﾝｽ ○ 6  368          
中国 × 1  1          

Rhododendron(
ﾂﾂｼﾞ属) 

韓国 ×     1  5      

Rhododendron 
metternichii var. 
typicum(ｼｬｸﾅｹ )゙ 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 1  12          
中国 ×     1  10      

Rhododendron 
parvifolium(ｻｶｲﾂ
ﾂｼ )゙ 

台湾 × 1  16          

Rosa(ﾊﾞﾗ属) ｱｲﾙﾗﾝﾄ  ゙ ○         1  1  
ｱﾗﾌﾞ首長国

連邦 
× 8  39  8  87  8  15  

ｲﾀﾘｱ ○ 13  2,300  11  2,340      
ｲﾗｸ ×         1  1  
ｲﾗﾝ ×     1  75      
ｲﾝﾄ  ゙ × 309  8,754,760  288  7,351,220  78  1,597,730  
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 79  367,448  27  481  3  18  
ｳｶﾞﾝﾀ  ゙ × 90  1,954,850  138  2,700,030  134  1,781,220  
ｴｸｱﾄﾞﾙ × 1,010  3,708,809  1,124  3,440,352  905  2,881,028  
ｴﾁｵﾋﾟｱ × 814  9,464,838  921  10,694,005  621  7,851,515  
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 10  124  9  59  7  48  
ｵｰｽﾄﾘｱ × 1  30      3  6  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 868  464,513  844  388,756  407  150,369  
ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ × 2  50          
ｶﾀｰﾙ × 1  3  1  10  2  2  
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×         1  2  
ｷｭｰﾊ  ゙ × 1  6          
ｷﾞﾘｼｬ ○         1  2  
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ｸﾞｱﾑ × 22  974  15  1,373  4  282  
ｹﾆｱ × 2,999  23,035,567  3,075  22,168,699  1,854  14,943,450  
ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 2,079  5,684,710  1,629  3,485,044  1,458  3,116,039  
ｻﾞﾝﾋﾞｱ × 1  15  2  3,030      
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 22  162  15  214  5  48  
ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ × 1  1,440          
ｽｲｽ ○ 3  11  2  4  1  1  
ﾀｲ × 67  1,797  50  727  5  24  
ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 10  180          
ﾄﾞｲﾂ ○ 23  228  9  60  5  84  
ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ × 2  4          
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 10  1,640  2  400      
ﾈﾊﾟｰﾙ ×     1  10  2  3  
ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 2  20          
ﾊﾜｲ諸島 ×     9  116  2  13  
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ×     2  4      
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 29  228  38  258  12  88  
ﾌﾞﾙﾈｲ ×     1  3      
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 193  1,153,379  63  909  12  8,630  
ﾍﾞﾗﾙｰｼ ×     1  3      
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○ 2  5          
ﾎﾟｰﾗﾝﾄ  ゙ ○ 1  2          
ﾏﾚｰｼｱ × 8  139  7  37  2  62  
ﾐｬﾝﾏ  ー × 2  23          
ﾒｷｼｺ ×         1  300  
ﾓﾙﾃﾞｨﾌ  ゙ ×     1  4  1  1  
ﾓﾝｺﾞﾙ ×     1  1  1  5  
ﾘﾄｱﾆｱ ○ 2  8          
ﾙｰﾏﾆｱ ×     1  1      
ﾙﾜﾝﾀ  ゙ × 1  840  3  8,050  3  29,300  
ﾛｼｱ × 3  9  9  81  23  23  
英国 ○ 36  488  8  53  4  23  
韓国 × 253  2,502,572  291  2,596,781  139  2,379,874  
香港 × 30  239  22  383  1  1  
台湾 × 24  361  22  212  4  28  
中国 × 52  1,197  144  523,653  91  944,080  
米国 ○ 1  3  2  122      

Rosa(ﾊﾞﾗ属(花
のみ（茎葉な

し）)) 

ｲﾝﾄ  ゙ × 4  130  2  102      
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×         1  10  
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1  5          
ﾀｲ × 12  767  6  67  2  2  
ﾊﾜｲ諸島 × 9  1,383  6  16      



 

56 

ﾏﾙﾀ ×         1  1  
ﾏﾚｰｼｱ ×     1  30      
ﾓﾙﾃﾞｨﾌ  ゙ × 1  1          
韓国 ×     1  14      
香港 ×     1  1      
中国 ×     2  120      
米国 ○ 1  12  1  100      

Syringa 
vulgaris(ﾑﾗｻｷﾊｼ
ﾄﾞｲ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 70  6,685  63  4,760  7  560  

Vaccinium(ｽﾉｷ属
(ｺｹﾓﾓ属)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  50          
ﾄﾞｲﾂ ○     1  400      
米国 ○ 3  75,625  1  600      

Viburnum(ｶﾞﾏｽﾞ
ﾐ属) 

ｲｽﾗｴﾙ ×     13  3,650  1  100  
ｲﾀﾘｱ ○ 159  158,781  188  174,533  179  125,025  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 524  124,255  510  105,345  321  44,190  
ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 4  890  1  110  2  120  
ｽﾍﾟｲﾝ ○         1  4  
ﾄﾞｲﾂ ○ 11  1,360  14  1,600  3  140  
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 89  142,875  107  132,980  59  73,978  
ﾌﾗﾝｽ ○ 62  16,049  20  3,505  2  250  
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○     1  70      
韓国 × 1  5          
香港 × 1  1          
台湾 × 2  8          
中国 ×     1  20      
南ｱﾌﾘｶ × 18  6,950  112  94,430  40  114,530  

Viburnum 
dentatum(ﾃﾞｼﾀｰ
ﾂﾑ) 

ｲﾀﾘｱ ○         1  45  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  40  4  240      

Viburnum 
odoratissimum(ｻ
ﾝｺﾞｼﾞｭ) 

台湾 × 1  10          

Viburnum 
opulus(ﾖｳｼｭｶﾝﾎﾞ
ｸ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 74  6,565  65  3,260  40  2,040  
ﾄﾞｲﾂ ○ 4  100  2  70      
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 3  3,260  6  5,695  4  1,365  

Viburnum 
tinus(ﾁﾇｽ) 

ｲﾀﾘｱ ○ 12  1,830  22  3,620  6  600  
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1  10  3  200      
ｽﾍﾟｲﾝ ○     1  50      
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ  ゙ × 1  620  2  300      
ﾌﾗﾝｽ ○     2  100  1  50  
南ｱﾌﾘｶ ×     15  18,800      
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（３）消費用乾燥植物（園芸資材を含む。） 

単位（数量）：Kg 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Pseudotsug
a(ﾄｶﾞｻﾜﾗ属) 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1  58          

Quercus(ｺﾅﾗ
属(ｶｼ属)) 

中国 × 2  76,480          

 
（４）組織培養体 

単位（数量）：本 

 

（５）消費用木材 

単位（数量）：ｍ3 

植物名 生産国 

発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Abies(ﾓﾐ属) 
ｶﾅﾀ  ゙ ○ 2  3,124  8  7,249      
ﾄﾞｲﾂ ○ 23  4,790  26  5,716  15  3,625  
ﾛｼｱ ×         1  127  

Abies alba(ｵｳｼｭｳ
ﾓﾐ) 

ｵｰｽﾄﾘｱ ×     1  56      

ﾄﾞｲﾂ ○ 12  2,167  23  3,236  11  1,463  
Abies amabilis(ｱﾏ
ﾋﾞﾘｽﾌｧｰ) 

米国 ○         1  17  

Abies balsamea(ﾊﾞ
ﾙｻﾑﾌｧｰ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 55  36,665  40  30,726  17  13,781  

Abies concolor(ﾎﾜ
ｲﾄﾌｧｰ) 

米国 ○     1  224  1  11  

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Magnolia(ﾓｸﾚﾝ
属) 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗ

ﾝﾄ  ゙
× 1  37          

Vaccinium(ｽﾉｷ
属(ｺｹﾓﾓ属)) 

米国 ○         7  105  

Viburnum 
odoratissimum(
ｻﾝｺﾞｼﾞｭ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         1  1  

Vinca minor(ﾋﾒﾂ
ﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ) 

ﾄﾞｲﾂ ○         1  2  
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Abies grandis(ｸﾞﾗﾝ
ﾄﾞﾌｧｰ) 

米国 ○         1  28  

Acer(ｶｴﾃﾞ属) 
ｸﾛｱﾁｱ × 2  25  1  23  1  16  
ﾄﾞｲﾂ ○ 1  98          
米国 ○ 67  1,548  73  1,830  69  2,205  

Acer 
macrophyllum(ﾋﾛﾊ
ｶｴﾃﾞ) 

米国 ○         1  5  

Acer saccharum(ｻ
ﾄｳｶｴﾃﾞ) 

米国 ○ 1  7  2  3  9  16  

Aesculus(ﾄﾁﾉｷ属) 米国 ○ 1  1          

Betula(ｶﾊﾞﾉｷ属(ｼﾗ
ｶﾝﾊﾞ属)) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○     1  6      

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙ ○ 1  1  2  12      

ﾓﾝｺﾞﾙ × 1  1          
ﾛｼｱ × 1  1  1  1,121      
米国 ○ 2  123          

Betula lutea(ｷﾊﾀﾞｶ
ﾝﾊﾞ) 米国 ○ 1  41          

Carpinus(ｸﾏｼﾃﾞ属) 
ﾄﾞｲﾂ ○ 7  710  7  611  4  534  
ﾌﾗﾝｽ ○     1  124      

Carpinus betulus(ｾ
ｲﾖｳｼﾃﾞ) 

ｸﾛｱﾁｱ × 2  28          

Castanea(ｸﾘ属) ﾌﾗﾝｽ ○ 3  28  1  26      
Castanea 
crenata(ｸﾘ) 

米国 ○     1  1      

Chamaecyparis(ﾋﾉ
ｷ属) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 5  970  1  571  1  476  
台湾 ×         1  8  
米国 ○         1  508  
米国 ｱﾗ

ｽｶ 
× 5  2,189  9  5,371  6  4,475  

Chamaecyparis 
nootkatensis(ﾍﾞｲﾋ
ﾊﾞ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 3  737  1  542  2  687  
米国 ○ 2  362  1  462      
米国 ｱﾗ

ｽｶ 
× 4  2,583  8  1,868  5  2,435  

Chamaecyparis 
obtusa(ﾋﾉｷ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
× 1  1          

Erica(ｴﾘｶ属) 
ｱﾙｼﾞｪﾘｱ × 1  12          

ｲﾀﾘｱ ○ 1  15          

Eucalyptus(ﾕｰｶﾘﾉ
ｷ属) 

ｳﾙｸﾞｱｲ × 1  117  1  29  3  133  

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
× 4  115  1  38  1  39  
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ｽﾍﾟｲﾝ ○ 4  126  2  89  4  59  
ﾁﾘ × 1  1          

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
× 1  61          

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰ

ｷﾞﾆｱ 
× 1  94      1  220  

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ×     2  85      
ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1  1          
米国 ○     1  4      

Eucalyptus 
camaldulensis(ｴｳｶ
ﾘﾌﾟﾂｽ･ｶﾏﾙﾄﾞｩﾚﾝｼ

ｽ) 

米国 ○ 1  2          

Eucalyptus 
globulus(ｴｳｶﾘﾌﾟﾂ
ｽ･ｸﾞﾛﾌﾞﾙｽ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
×     1  12      

Eucalyptus 
regnans(ﾚｸﾞﾅﾝｽ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
×     1  52      

Fagus(ﾌﾞﾅ属) 

ｸﾛｱﾁｱ × 29  1,072  10  448  18  904  

ｽﾛﾍﾞﾆｱ ○ 5  171  10  322  1  16  

ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 10  819  10  814  8  573  

ﾄﾞｲﾂ ○ 81  8,963  61  6,966  48  5,635  
ﾌﾗﾝｽ ○ 1  18      1  366  

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 2  246  2  270      

ﾙｰﾏﾆｱ ×     2  59      

米国 ○     2  30      

Fagus sylvatica(ﾖｰ
ﾛｯﾊﾟﾌﾞﾅ) 

ｸﾛｱﾁｱ ×         1  33  

ｽﾛﾍﾞﾆｱ ○         7  244  

ﾄﾞｲﾂ ○         5  135  

ﾙｰﾏﾆｱ × 1  26          

Fraxinus(ﾄﾈﾘｺ属) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
× 1  8          

ｸﾛｱﾁｱ ×     1  20  1  6  
ｽﾍﾟｲﾝ ○ 1  25      2  190  

ﾃﾞﾝﾏｰｸ ○ 1  25          

ﾌﾗﾝｽ ○ 5  127  2  96  4  137  
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ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 1  26      2  77  

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  2  

ﾛｼｱ × 21  2,161  13  2,345  22  2,404  
台湾 × 1  16          
米国 ○ 15  251  14  49  8  24  

Fraxinus 
americana(ｱﾒﾘｶﾄﾈ
ﾘｺ) 

米国 ○ 2  124  2  50  3  7  

Fraxinus 
excelsior(ｾｲﾖｳﾄﾈﾘ
ｺ) 

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  10,930  

Fraxinus 
mandshurica var. 
japonica(ﾔﾁﾀﾞﾓ) 

ﾛｼｱ × 23  1,306  16  783  18  657  

Larix(ｶﾗﾏﾂ属) 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
×     1  1      

ﾛｼｱ × 42  115,931  27  141,120  14  40,112  
韓国 ×     1  1      
米国 ○     1  14      

Larix occidentalis(ｳ
ｪｽﾀｰﾝﾗｰﾁ) 

ﾛｼｱ ×         1  76  

Larix sibirica(ｼﾍﾞﾘｱ
ﾗｰﾁ) 

ﾓﾝｺﾞﾙ × 1  1          

Liriodendron 
tulipifera(ﾕﾘﾉｷ) 

米国 ○ 1  5          

Notholithocarpus 
densiflorus(ﾉﾄﾘﾄｶﾙ
ﾌﾟｽ･ﾃﾞﾝｼﾌﾛﾙｽ) 

米国 ○ 1  17          

Olea(ｵﾘｰﾌﾞ属) 
ｲﾀﾘｱ ○ 1  17      1  22  
ｽﾍﾟｲﾝ ○     2  701      

Olea europaea(ｵﾘ
ｰﾌﾞ) 

ﾌﾗﾝｽ ○     1  10      

Picea(ﾄｳﾋ属) 

ｲﾀﾘｱ ○         1  39  
ｶﾅﾀ  ゙ ○ 6  1,021  2  4,001  1  23  
ﾄﾞｲﾂ ○     1  342  1  146  
ﾓﾝｺﾞﾙ × 1  1          
ﾛｼｱ × 1  6      1  108  
米国 ○ 4  3,876  3  2,725  1  1,169  

Picea jezoensis(ｴ
ｿﾞﾏﾂ) 

ﾛｼｱ × 6  5,137  7  5,474  7  7,144  

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 12  9,450  9  4,879  5  1,777  
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Picea sitchensis(ｼﾄ
ｶｽﾌﾟﾙｰｽ) 

米国 ○ 6  1,148  6  1,346  7  3,215  
米国 ｱﾗ

ｽｶ 
× 12  9,948  17  14,480  12  14,125  

Pinus(ﾏﾂ属) 

ﾓﾝｺﾞﾙ × 1  1          
ﾛｼｱ × 3  3,653  4  5,400  2  2,690  
中国 ×         1  25  
米国 ○ 3  66      2  21  

Pinus caribaea(ｶﾘ
ﾋﾞｱ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
× 1  25  1  22      

Pinus 
lambertiana(ｼｭｶﾞー
ﾊﾟｲﾝ) 

米国 ○         1  2  

Pinus monticola(ｳ
ｴｽﾀﾝﾎﾜｲﾄﾊﾟｲﾝ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 1  9          

Pinus palustris(ﾀﾞｲ
ｵｳﾏﾂ) 

米国 ○ 1  4,068          

Pinus 
ponderosa(ﾎﾟﾝﾃﾞﾛ
ｻﾊﾟｲﾝ) 

米国 ○         4  92  

Pinus radiata(ﾗﾃﾞｨ
ｱｰﾀﾏﾂ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
×     1  17      

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
× 92  382,388  87  354,781  73  280,214  

Pinus silvestris(ｵｳ
ｼｭｳｱｶﾏﾂ) 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙ ○     1  29      

ﾓﾝｺﾞﾙ × 1  1          
ﾛｼｱ × 8  14,295  23  22,680  7  10,678  

Populus(ﾊｺﾔﾅｷﾞ
属) 

ｲﾀﾘｱ ○ 1  14  1  13      
ｸﾛｱﾁｱ × 2  33          
ｾﾙﾋﾞｱ ○ 1  31          
ﾛｼｱ ×         1  38  
米国 ○ 6  12  3  27  1  8  

北ﾏｹﾄﾞﾆ

ｱ共和国 
× 1  25  1  24  2  73  

Populus 
davidiana(ﾎﾟﾌﾟﾗ) 

米国 ○ 1  8  1  2      

Prunus(ｻｸﾗ属) 

ｵｰｽﾄﾘｱ ×     1  37  1  24  

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  2  

米国 ○ 103  2,944  44  522  94  2,199  
Prunus avium(ｻｸﾗ
ﾝﾎﾞ(ｶﾝｶｵｳﾄｳ)) 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1  2          
米国 ○ 2  35      2  27  
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Prunus serotina(ｾﾛ
ﾃｨﾅ) 

米国 ○     1  5  2  4  

Pseudotsuga(ﾄｶﾞｻ
ﾜﾗ属) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 90  356,387  65  272,151  20  71,985  
ﾄﾞｲﾂ ○ 1  80          
米国 ○ 146  1,529,470  114  1,299,444  114  1,362,880  

Pseudotsuga 
menziesii(ﾍﾞｲﾏﾂ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 43  63,214  40  74,368  11  22,243  
ﾌﾗﾝｽ ○ 2  159          
米国 ○ 6  5,103  8  14,666  6  11,719  

Pseudotsuga 
menziesii var. 
glance(ﾀﾞｸﾞﾗｽﾌｧ )ー 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 64  201,441  85  237,366  48  105,578  

米国 ○ 12  50,872  19  85,141  44  161,502  

Quercus(ｺﾅﾗ属(ｶｼ
属)) 

ｵｰｽﾄﾘｱ × 3  544  2  549  3  746  

ｸﾛｱﾁｱ × 4  115  6  607  5  662  

ｽﾛﾍﾞﾆｱ ○     2  94      

ﾄﾞｲﾂ ○         2  22  
ﾌﾗﾝｽ ○ 6  79  7  194  4  148  

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○         1  25  

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙ ○         2  80  

ﾙｰﾏﾆｱ ×         3  75  

ﾛｼｱ × 15  1,205  13  921  4  286  
米国 ○ 37  873  92  1,442  33  1,026  

Quercus alba(ｸｴﾙ
ｸｽ･ｱﾙﾊﾞ) 

米国 ○ 16  169  15  226  50  616  

Quercus glauca(ｱﾗ
ｶｼ) 

米国 ○     1  9      

Quercus 
macrocarpa(ﾏｸﾛｶ
ﾙﾊﾟ) 

米国 ○ 318  12,647  265  9,672  259  10,475  

Quercus 
mongolica(ﾓﾝｺﾞﾘﾅ
ﾗ) 

ﾛｼｱ × 4  110  7  156      

Quercus 
palustris(ｸｴﾙｸｽ･ﾊﾟ
ﾙｽﾄﾘｽ) 

米国 ○     1  2      

Quercus robur(ｵｳ
ｼｭｳﾅﾗ) 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1  24          

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  5,580  

Quercus rubra(ｱｶ
ｶﾞｼﾜ) 

米国 ○ 33  748  16  290  18  307  

Salix(ﾔﾅｷﾞ属) 米国 ○ 1  3          
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Tilia(ｼﾅﾉｷ属) 
ﾛｼｱ × 1  43      1  48  
米国 ○ 15  474  26  766  13  398  

Tilia anurensis(ｱﾇﾚ
ﾝｼｽ) 

米国 ○     1  3      

Tilia cordata(ｺﾊﾞﾉｼ
ﾅﾉｷ) 

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  34  

Tilia vulgaris(ﾌﾞﾙｶﾞﾘ
ｽ) 

ﾙｰﾏﾆｱ ×         1  30  

Tsuga(ﾂｶﾞ属) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 68  55,469  35  32,110  12  9,870  
米国 ○ 3  1,561  3  2,628  5  2,460  
米国 ｱﾗ

ｽｶ 
× 11  7,338  14  6,892  11  4,221  

Tsuga 
heterophylla(ﾍﾞｲﾂ
ｶﾞ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 3  769  2  1,370  2  733  

米国 ○ 4  1,536          

Tsuga 
mertensiana(ﾏｳﾝﾃ
ｨﾝ･ﾍﾑﾛｯｸ) 

ｶﾅﾀ  ゙ ○ 3  853  4  1,488  3  1,616  

米国 ○     1  245      

Ulmus(ﾆﾚ属) 米国 ○ 7  13  9  26  5  8  
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